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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。

●● 本書の 内容に つ い て は、本書の 内容に つ い て は、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万一ご 不審な点や誤り 、万一ご 不審な点や誤り 、  記載漏れなど お 気記載漏れなど お 気

付き の 点がご ざ い ま し た ら 、付き の 点がご ざ い ま し た ら 、ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。

！

火災の 原因に な り ま す火災の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、高温の 場所で 使用し た り 放置し ない高温の 場所で 使用し た り 放置し ない

で く だ さ い 。で く だ さ い 。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

感電や 怪我の 原因に な り ま す感電や 怪我の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない く だ さ い 。内部に 異物を 入れない く だ さ い 。

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、

た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。
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序　 章序　 章　 は じ め に　 は じ め に

序－１ 　 梱包内容の 確認序－１ 　 梱包内容の 確認

Enet-LEnet-L に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 品目数量を ご 確認下さ い 。品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

◆◆ Enet-LEnet-L 本体本体 11 台台

◆◆ 調歩同期用調歩同期用 R S232CR S232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 1. 81 . 8 ｍｍ 11 本本

Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス とピ ン オ ス と Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の RS232CRS232C の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。

Enet-LEnet-L と 端末機器と の 接続に 使用し ま す 。と 端末機器と の 接続に 使用し ま す 。

◆◆ ACAC ケ ー ブ ルケ ー ブ ル 22 ｍｍ 11 本本

◆◆ タ ー ミ ナ ル ソ フ トタ ー ミ ナ ル ソ フ ト TERM WINTERM WIN CD CD--RR 11 枚枚

こ の ソ フ ト で 条件設定、こ の ソ フ ト で 条件設定、 簡単な動作確認が 可能で す 。簡単な動作確認が 可能で す 。

使用方法は本誌巻末を ご 参照く だ さ い 。使用方法は本誌巻末を ご 参照く だ さ い 。

◆◆ Enet-LEnet-L ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル 本誌本誌 11 冊冊

◆◆ 調歩同期式調歩同期式RS232CRS232CＣ 機器は、Ｃ 機器は、Enet-LEnet-Lを 介し てを 介し て UNIXUNIXマ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー ク 通マ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー ク 通

信す る こ と が で き ま す 。信す る こ と が で き ま す 。

◆◆ イ －サ ネ ッ ト は、イ －サ ネ ッ ト は、 10BaseT10BaseTま た はま た は 100BaseTx100BaseTx に 対応し て い ま す 。に 対応し て い ま す 。 接続に 合わ せ接続に 合わ せ

て 自動認識を 行い ま す 。て 自動認識を 行い ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 側は、イ ー サ ネ ッ ト 側は、 TCPTCP//IPIP、、 UDPUDP、、 ARPARP、、 TELNETTELNET※※ 11、、 ICMPICMP※※ 22 を 内部に 標準でを 内部に 標準で

搭載し て い ま す 。搭載し て い ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、 TCPTCP//IPｿｹｯﾄIPｿｹｯﾄあ る い はあ る い は UDPUDP 等を 用い て等を 用い て Enet-LEnet-L と 通信を 行と 通信を 行

い ま す 。い ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、コ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、Enet-LEnet-L側／ホ ス ト 側の ど ち ら か ら も 可能側／ホ ス ト 側の ど ち ら か ら も 可能

で す 。で す 。 Enet-LEnet-L は、は、 ホ ス ト 型ま た はク ラ イ ア ン ト 型の ど ち ら で も 動作可能で す 。ホ ス ト 型ま た はク ラ イ ア ン ト 型の ど ち ら で も 動作可能で す 。

序－２ 　 本機の 特徴序－２ 　 本機の 特徴
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◆◆ Enet-LEnet-L の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し て シ リ ア ル チ ャ ンの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し て シ リ ア ル チ ャ ン

ネ ル 毎に 通信相手で あ る イ ー サ ネ ッ ト 機器を 識別し ま す 。ネ ル 毎に 通信相手で あ る イ ー サ ネ ッ ト 機器を 識別し ま す 。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定

が 可能で す 。が 可能で す 。 こ れら の 条件設定は、こ れら の 条件設定は、 フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROM (ROM (電気的消去電気的消去・・ 編集可能編集可能) ) にに

記憶さ せ ま す 。記憶さ せ ま す 。 設定は、設定は、 RS232CRS232C チ ャ ン ネ ル と タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 方法チ ャ ン ネ ル と タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 方法

とと TELNET LOGINTELNET LOGIN に よ る 方法が 可能で す 。に よ る 方法が 可能で す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル は個別に 通信条件の 設定が 可能で あ り 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル は個別に 通信条件の 設定が 可能で あ り 、個別に 入力個別に 入力64k64kバ イバ イ

ト 、ト 、 出力出力 64k64k バ イ ト の バ ッ フ ァ を 持ち 、バ イ ト の バ ッ フ ァ を 持ち 、 異なる 通信手順の 同期を と り ま す 。異なる 通信手順の 同期を と り ま す 。

※※ 11：： ネ ッ ト ワ ー ク 端末よ りネ ッ ト ワ ー ク 端末よ り Enet-LEnet-L に 対し てに 対し て TELNETTELNET　　 LOGINLOGIN を 行う 事でを 行う 事で Enet-LEnet-L

　　   の 設定値変更／の 設定値変更／ Enet-LEnet-L の 再起動が 可能で す 。の 再起動が 可能で す 。

※※ 22：： PING ECHOPING ECHO 要求／応答の みに 対応し て い ま す 。要求／応答の みに 対応し て い ま す 。

Enet-L

ハブ （ 10 / 100Base）

Ethernet

UNIXマ シ ン

Windows98 /

2000 / XP等の

ネ ッ ト ワ ー ク 機器

RS232C

相手機器１

RS232C

相手機器n（ 最大８ ）

CHn

CH2

CH1

Enet-L

IP:nnnｍｍｍ

ソ ー ス ポ ー ト 1

ソ ー ス ポ ー ト n

シ リ ア ル

通信TCP / IP

Ethernet

通信UDP

Ethernet

相手機機1

Ethernet

相手機機2

Ethernet

相手機機n
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序－４ 　 各部の 名称と 働き序－４ 　 各部の 名称と 働き  (LE D (LE D とと SW )SW )

序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方

初め て初め て Enet-LEnet-L を ご 使用に なる 場合は、を ご 使用に なる 場合は、 こ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みなが ら 実行しこ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みなが ら 実行し

て 下さ い 。て 下さ い 。 　　 Enet-LEnet-L は使用に 先立ち 、は使用に 先立ち 、 11 台台 11 台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま

せ ん の で 、せ ん の で 、 必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。

[第2章 簡単な通信テ ス ト ]を 参照に し て 2点間の 物理的な接続を 確認し ま す 。

[第3章 伝送仕様に つ い て ] [第4章 コ マ ン ド と リ ザ ル ト ] を よ く お 読み頂い

た 上で 、 シ ス テ ム 構成で 必要な設定を 行い ま す 。

[第1章 通信を 行う 前の 準備] を 参照に し て Enet-Lに 動作条件を 設定し ま す 。

[第5章 使用例] を 参照に し て 実際の 通信を 行い ま す 。 RS232C機器を 接続時

に は [第6章 物理的仕様] の 中に RS232Cケ ー ブ ル 接続の 例が あ り ま すの で 接

続機器に 合わせた ケ ー ブ ル を ご 利用下さ い 。

③TRANS： い ずれか の シ リ ア ル CHか ら デ ー タ を 送信時に 点滅

⑦ROGRAM： プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時に 点灯

⑥LINK： Ethernet LINK検出時に 点灯

⑤PACKET： い ずれか の ポ ー ト に パ ケ ッ ト を 受信ま た は送信時に 点滅

④CONNECT： い ずれか の ポ ー ト が TCP/IP開設、 UDP接続時に 点灯

②RECEIVE： い ずれか の シ リ ア ル CHが デ ー タ 受信時に 点滅

①PROGRAM SW： 電源投入時、 押し 下げ て い る と (1秒以内) シ リ ア ル CH1

が 通信条件固定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド か ら 起動

Enet-L8
TCP/IP-8CHANNEL SERIAL
PROTOCOL CONVERTER

TRANS PROGRAMRECEIVE PACKET

SERIAL

LINKCONNECTPROG

⑦① ② ③ ④ ⑤ ⑥

AC100-240V
CH5 CH6 CH7 CH8

CH1 CH2 CH3 CH4

10/100Baseコ ネ ク タ ACイ ン レ ッ ト
RS232C Dsub25ピ ン メ ス

（ DTE配列) 止め ネ ジ M2.6
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◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ RS232CRS232C チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

RS232CRS232C 機器に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称機器に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ 自機自機

Enet-LEnet-L と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位

◆◆ 相手機器相手機器

Enet-LEnet-L とと TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、 イ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト ワ ー クイ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト ワ ー ク

通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称

◆◆ 端末機器端末機器

RS232CRS232C に 接続さ れる 端末機器の 総称に 接続さ れる 端末機器の 総称

◆◆ フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ RO MRO M

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM。。 パ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて いパ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて い

るる ICIC の 名称の 名称

◆◆ TERM WINTERM WIN

添付さ れて い る ソ フ ト はパ ソ コ ン を 使用し て添付さ れて い る ソ フ ト はパ ソ コ ン を 使用し て Enet-LEnet-Lの プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行

す る 為に 、す る 為に 、 使用し ま す 。使用し ま す 。 ま た 、ま た 、 通信テ ス ト に も 使用し ま す 。通信テ ス ト に も 使用し ま す 。

キ ー 入力がキ ー 入力が RS232CRS232C に 出力さ れ、に 出力さ れ、 RS232CRS232C か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、 各種条件を 設定す る 際の各種条件を 設定す る 際の Enet-LEnet-L の 状態を 言い ま す 。の 状態を 言い ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス やネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス や RS232CRS232Cの 通信条件等は、の 通信条件等は、利用に 先立ち 一度プ ロ利用に 先立ち 一度プ ロ

グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 、グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 、不揮発性メ モ リ に 記憶さ れる 為、不揮発性メ モ リ に 記憶さ れる 為、そそ

の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の

実行に は以下の実行に は以下の 22 通り の 方法が あ り ま す 。通り の 方法が あ り ま す 。

1)1) Enet-LEnet-L のの RS232CRS232C ポ ー ト を 使用し て 、ポ ー ト を 使用し て 、 RS232CRS232C ポ ー ト を 持つ パ ソ コ ン ＋ポ ー ト を 持つ パ ソ コ ン ＋

タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。 ( (※チ ャ ン ネ ル※チ ャ ン ネ ル 11の み可能の み可能))

2)2) Enet-LEnet-L の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、 TELNETTELNETが 起動可能な端末よ りが 起動可能な端末よ り

設定を 行う 方法。設定を 行う 方法。

◆◆ LFCR

キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バ イ ト 。バ イ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、 LFCR のの 22 バ イ ト がバ イ ト が

付加さ れて い ま す 。付加さ れて い ま す 。

序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語
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第１ 章　第１ 章　   通信を 行う 前の 準備通信を 行う 前の 準備

１ －１ 　 電源の 投入１ －１ 　 電源の 投入

本体の 電源本体の 電源 SWSW をを ONON に す る と 電源投入と なり ま す 。に す る と 電源投入と なり ま す 。

電源電源 SWSW のの LEDLED が 赤で 点灯し ま す 。が 赤で 点灯し ま す 。

最初に 本機内部の ハ ー ド ウ ェ ア の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。最初に 本機内部の ハ ー ド ウ ェ ア の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

PROGRAM～RECEIVEが 順次点灯

し て 一斉に 消灯し ま す

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、 各種設定を

行ない ま す

正常な場合 異常な場合

弊社ユ －ザ サ ポ ー ト 課へ ご 連絡下

さ い

PROGRAMま た はLINKま た は

PACKETの LEDが 赤で 点滅し ま す

LINKが 検出さ れれば、 LINKが 点灯

し ま す

１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う  ( ( プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ム モ ー ド と はプ ロ グ ラ ム モ ー ド と は

Enet-LEnet-L は、は、 各種通信条件、各種通信条件、 相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 記録し て 、に 記録し て 、

そ の 設定条件で 動作し ま す 。そ の 設定条件で 動作し ま す 。

従っ て 、従っ て 、ご 利用前に 、ご 利用前に 、各種条件を フ ラ ッ シ ュ各種条件を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 予め 設定し て お く 必要が 有り まに 予め 設定し て お く 必要が 有り ま

す 。す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 編集、へ の 編集、書き 込み作業を 行う モ ー ド書き 込み作業を 行う モ ー ド

で す 。で す 。

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM は、は、 電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。

再度、再度、電源投入し た 後、電源投入し た 後、設定さ れた 内容で 動作し ま す 。設定さ れた 内容で 動作し ま す 。フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込へ の 書き 込

み繰り 返し 寿命は、み繰り 返し 寿命は、 約約1010 万回で す 。万回で す 。 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、 一括し て 書き 込み一括し て 書き 込み

を 行い ま す の で 、を 行い ま す の で 、 通常の 使用で は充分の 回数で す 。通常の 使用で は充分の 回数で す 。
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フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。

◆◆ Enet-LEnet-L の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 11 を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末機器を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末機器 ( (パパ

ソ コ ン 等ソ コ ン 等) ) を 使用す る 方法。を 使用す る 方法。

◆◆ Enet-LEnet-L の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し ての イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て TELNETTELNETが 使用可能な端末機器か ら 書が 使用可能な端末機器か ら 書

き 込みを 行う 方法。き 込みを 行う 方法。

※※ ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。 シ リ ア ルシ リ ア ル

チ ャ ン ネ ル を 使用し た 方法で は、チ ャ ン ネ ル を 使用し た 方法で は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の １ の みで プ ロ グ ラ ム モ ーシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の １ の みで プ ロ グ ラ ム モ ー

ド へ 移行す る 事が 可能で す 。ド へ 移行す る 事が 可能で す 。

メ 　 モメ 　 モ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器が WindowsWindowsの 環境下に あ るの 環境下に あ る

場合は、場合は、 添付の添付の TERM WINTERM WINが 使用で き ま す 。が 使用で き ま す 。 端末機器に端末機器に WindowsWindows が イ ンが イ ン

ス ト ー ル さ れて い ればス ト ー ル さ れて い れば WindowsWindowsのの HyperterminalHyperterminal等で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は等で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は

実行可能で す 。実行可能で す 。

出荷時の 通信条件は、出荷時の 通信条件は、 BPS=9600BPS=9600、、 デ ー タ 長デ ー タ 長 =8ﾋﾞ ｯﾄ=8ﾋﾞ ｯﾄ、、 STOP=1STOP=1、、ﾊ゚ ﾘﾃｨ=ﾊ゚ ﾘﾃｨ= 無し無し

でで す 。す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合

１ －２ －２ 　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る１ －２ －２ 　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る

◆◆ TELNETTELNET を 使用す る 場合を 使用す る 場合

イ ー サ ネ ッ ト

TELNETが 実行可能な 端末機器

Enet-L

CH1へ

Enet-L9/25ピ ン ク ロ ス ケ ー ブ ル
DOS/V機

TERM WIN CD-R
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◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22，， 11--33--33 を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、 パ ソ コ ン 画面ま た はパ ソ コ ン 画面ま た は TELNETTELNET端末に は、端末に は、

*** PROGRAM MODE ***  *** PROGRAM MODE ***  LFCR   が送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せが送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せ

ま す 。ま す 。 こ の 時、こ の 時、 PROG LEDPROG LED が 赤く 点灯し ま す 。が 赤く 点灯し ま す 。 こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、

終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を 送出し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

Enet-LEnet-L は、は、 END END LFCR   を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。

1.1. 他の チ ャ ン ネ ル で他の チ ャ ン ネ ル で TCPTCP//IPIP開設中ま た は開設中ま た はUDPUDP状態の 時に 以下の メ ッ セ ー ジ が状態の 時に 以下の メ ッ セ ー ジ が

返送さ れま す 。返送さ れま す 。

!Cautions: A channel besides present is under communication. !Cautions: A channel besides present is under communication. LFCR

Selection of reboot cuts communication. Selection of reboot cuts communication. LFCR

Please choose based on this.  Please choose based on this.  LFCR

※注１※注１ ：：

2.2. 以下の メ ッ セ ー ジ が 返送さ れて 終了の 方法を 選択し ま す 。以下の メ ッ セ ー ジ が 返送さ れて 終了の 方法を 選択し ま す 。

    1:    1: Update and Reboot  Update and Reboot  LFCR

    2:    2: Quit and Reboot Quit and Reboot LFCR

    3:    3: Update and Quit Update and Quit LFCR

    4:    4: Quit Quit LFCR

    5:    5: back to prog ram mode back to prog ram mode LFCR

Select number:Select number:

※注２※注２ ：：

3.3. 選択選択 NoNo を 送信す る とを 送信す る と PROGRAM LEDPROGRAM LED が 消灯し てが 消灯し て

*** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、 終了方法終了方法

※注１※注１ 他の チ ャ ン ネ ル が他の チ ャ ン ネ ル が TCPTCP//IPIP開設中ま た は開設中ま た は UDPUDP通信状態の 為、通信状態の 為、 2.2. の 終了の 終了

の 方法選択に ての 方法選択に て 11 ま た はま た は 22 のの RebootRebootを 選択す る と 、を 選択す る と 、 開設中の開設中の TCPTCP//IPIP

ま た はま た は UDPUDP を 切断し て し ま い ま す の で 注意が 必要で す 。を 切断し て し ま い ま す の で 注意が 必要で す 。
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※注２※注２

1:Update and  Reboot1:Update and  Reboot選択時の 動作選択時の 動作

設定変更値を フ ラ ッ シ ュ設定変更値を フ ラ ッ シ ュ ROMROM 書き 込ん で書き 込ん で Enet-LEnet-L を 再起動し ま す 。を 再起動し ま す 。

但し 、但し 、 他の チ ャ ン ネ ル が 開設中の 場合は、他の チ ャ ン ネ ル が 開設中の 場合は、 切断し て し ま い ま す 。切断し て し ま い ま す 。

通常プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 設定値変更は、通常プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 設定値変更は、他の チ ャ ン ネ ル が 開設他の チ ャ ン ネ ル が 開設中／通信中中／通信中

で はない 状態で 行っ て 下さ い 。で はない 状態で 行っ て 下さ い 。通常プ ロ グ ラ ム モ －ド で 設定値を通常プ ロ グ ラ ム モ －ド で 設定値を 変更時は、変更時は、

こ ち ら を 選択し 終了と し ま す 。こ ち ら を 選択し 終了と し ま す 。

2:Quit and Reboot2:Quit and Reboot選択時の 動作選択時の 動作

設定変更値を 破棄し て設定変更値を 破棄し て Enet-LEnet-L を 再起動し ま す 。を 再起動し ま す 。

但し 、但し 、 他の チ ャ ン ネ ル が 開設中の 場合は、他の チ ャ ン ネ ル が 開設中の 場合は、 切断し て し ま い ま す 。切断し て し ま い ま す 。

他の 使い 方と し て 、他の 使い 方と し て 、 TELNETTELNETでで Log inLog in し てし て Enet-LEnet-L を 再起動し た い 場合等にを 再起動し た い 場合等に

こ ち ら を 選択し ま す 。こ ち ら を 選択し ま す 。

3:Update and Quit3:Update and Quit選択時の 動作選択時の 動作

設定変更値を フ ラ ッ シ ュ設定変更値を フ ラ ッ シ ュ ROMROM へ 書き 込みま す が 、へ 書き 込みま す が 、動作条件は起動時の ま ま動作条件は起動時の ま ま

と なり ま す 。と なり ま す 。 通常は選択し ま せ ん 。通常は選択し ま せ ん 。

複数台の複数台のEnet-LEnet-Lを 運用中で あ る タ イ ミ ン グ を 見て 新し い 設定値に て 一斉にを 運用中で あ る タ イ ミ ン グ を 見て 新し い 設定値に て 一斉に

動作を さ せ た い動作を さ せ た い 場合など の 時に 使用し ま す 。場合など の 時に 使用し ま す 。

あ ら か じ め 設定変更後に 、あ ら か じ め 設定変更後に 、こ ち ら を 選択する 事に よ り 設定の みを 変更し て おこ ち ら を 選択する 事に よ り 設定の みを 変更し て お

い てい て 新設定値で 起動の 期日が 来た ら新設定値で 起動の 期日が 来た ら Enet-LEnet-Lを 再起動す る 事で 新設定値で 動を 再起動す る 事で 新設定値で 動

作さ せ る 事が 出来ま す 。作さ せ る 事が 出来ま す 。

4:Quit4:Quit選択時の 動作選択時の 動作

設定値の 確認を 行い 、設定値の 確認を 行い 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了さ せ る 場合に 選択し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了さ せ る 場合に 選択し ま す 。

設定値等を フ ラ ッ シ ュ設定値等を フ ラ ッ シ ュ ROMROM へ 書き 込む 事はし ま せ ん 。へ 書き 込む 事はし ま せ ん 。

5:back to prog ram mode5:back to prog ram mode 選択時の 動作選択時の 動作

再び プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり 設定変更が 可能と なり ま す 。再び プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり 設定変更が 可能と なり ま す 。

ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROMに 書き 込む に はに 書き 込む に は約２ 秒約２ 秒か か り ま す 。か か り ま す 。こ の 間に 電こ の 間に 電

源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、 終了の メ ッ セ ー ジ終了の メ ッ セ ー ジ 確認確認

後、後、 必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を お い て か ら 電源を 落と す よ う に し て時間を お い て か ら 電源を 落と す よ う に し て 下さ い 。下さ い 。
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TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 11へへ @PROG @PROG LFCR   コ マ ン ド を 送出す る 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド にコ マ ン ド を 送出す る 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に

入り ま す 。入り ま す 。 コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は、コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は、 現在設定さ れ現在設定さ れ

て い る 通信条件と なり ま す 。て い る 通信条件と なり ま す 。 (PROG (PROG コ マ ン ド が 有効なの はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ルコ マ ン ド が 有効なの はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 11のの

みで す 。みで す 。))

１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

１ －３ －３ 　１ －３ －３ 　 TE LN E TTE LN E T に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-LEnet-L のの IPIP ア ド レ ス はデ フ ォ ル ト でア ド レ ス はデ フ ォ ル ト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て い ま す 。と なっ て い ま す 。

Enet-LEnet-L を 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題を 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題がが

ない 事を 確認し て 下さ い 。ない 事を 確認し て 下さ い 。 　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の IPIP ア ド レア ド レ でで

TELNETTELNET通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　

◆◆接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。

◆◆既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。

こ の よ う な場合は、こ の よ う な場合は、 一度、一度、 前述前述 11--33--11、、 11--33--22 の 方法に て 使用可能なの 方法に て 使用可能な IPIP アア

ド レ ス を 設定し た 後に 行う か 、ド レ ス を 設定し た 後に 行う か 、影響の ない セ グ メ ン ト 内で影響の ない セ グ メ ン ト 内で TELNETTELNETに よ る 設に よ る 設

定変更を 行い ま す 。定変更を 行い ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　 ((例例：： Enet-LEnet-L と 端末の ２ 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。と 端末の ２ 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。))

イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て Enet-LEnet-Lとと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入

り ま す 。り ま す 。

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る 事が 可能コ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る 事が 可能

で す 。で す 。

パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、PROG SWPROG SW を 押し なが らを 押し なが ら Enet-LEnet-Lの 電源をの 電源を

投入し て 下さ い 。投入し て 下さ い 。  (SW (SW の 押し 下げ はの 押し 下げ は 11 秒以下。秒以下。 PROGRAM LEDPROGRAM LED の 点灯確認後す ぐ にの 点灯確認後す ぐ に

離し ま す 。離し ま す 。))

こ の 時の 、こ の 時の 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。

通信速度通信速度：： 9600bps9600bps、、 デ ー タ 長デ ー タ 長：： 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 11 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、

パ リ テ ィパ リ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。

こ の 方法は、こ の 方法は、 次の 様な場合に 有効で す 。次の 様な場合に 有効で す 。

◆◆ コ マ ン ド 無効の 設定を 行っ た あ と で 、コ マ ン ド 無効の 設定を 行っ た あ と で 、 変更の 必要が 発生し た 。変更の 必要が 発生し た 。

◆◆ 通信条件の 設定を 忘れて し ま っ た 。通信条件の 設定を 忘れて し ま っ た 。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PR O GPR O G 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド
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log inlog in：： にに Enet-LEnet-Lで 設定で 設定 ( (後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照) ) さ れた ユ ー ザさ れた ユ ー ザ IDID を 入を 入

力し て エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。力し て エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。 デ フ ォ ル ト ユ ー ザデ フ ォ ル ト ユ ー ザ IDID はは [Enet]  [Enet] で す 。で す 。

PasswordPassword：： にに Enet-LEnet-Lで 設定で 設定 ( (後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照) ) さ れた パ ス ワ ーさ れた パ ス ワ ー

ド を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。ド を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。 デ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド はデ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド は［［ Enet-LEnet-L］］ で す 。で す 。

((パ ス ワ ー ド はパ ス ワ ー ド は **で 表示さ れま すで 表示さ れま す ))

正し い ユ ー ザ正し い ユ ー ザ IDID 及び パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と及び パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と *** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が 表が 表

示さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。示さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。

誤っ た ユ ー ザ誤っ た ユ ー ザ IDIDま た はパ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、ま た はパ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示

さ れユ ー ザさ れユ ー ザ IDID か ら の 再入力と なり ま す 。か ら の 再入力と なり ま す 。

Log in incorrectLog in incorrect

log in:log in:

プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、 前述前述 [1 [1--3] 3] と 同様で す 。と 同様で す 。

後述後述 [1 [1--44 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法] [1] [1--55 設定項目の 解説設定項目の 解説] ] を 参照し て 下を 参照し て 下

さ い 。さ い 。

以下に以下に Windows98W indows98 で ので の TELNET Log inTELNET Log in の 例の 例

を あ げ ま す 。を あ げ ま す 。

DOSDOS プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を 入力プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を 入力

し ま す 。し ま す 。

C:¥W INDOW S> telnet 192. 168. 0 . 10C:¥W INDOW S> telnet 192. 168. 0 . 10  

　 　　 　 ((エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))

TELNETTELNET接続さ れて 以下の よ う な画面と なり接続さ れて 以下の よ う な画面と なり

ま す 。ま す 。

１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法

１ －４ －１ 　 基本的な 操作方法１ －４ －１ 　 基本的な 操作方法

◆◆ 設定変更の 方法は、設定変更の 方法は、 ○○○○ == ○○○○○○   ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) が 基本で す 。が 基本で す 。

画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。

エ ン タ ー キ ー は、エ ン タ ー キ ー は、 端末の端末の EnterEnter キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。

ASCIIASCII コ ー ド の 英大文字コ ー ド の 英大文字・・ 英小文字英小文字・・ 数字数字・・ 記号を 使用し ま す 。記号を 使用し ま す 。

例例)) 通信速度の 変更例　 チ ャ ン ネ ル通信速度の 変更例　 チ ャ ン ネ ル 11 をを 19200bps19200bps に 変更す る 。に 変更す る 。

1B=19200 1B=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))　 ま た は　　 ま た は　 1b= 19200 1b= 19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))

((プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。))
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*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   の 表示後、の 表示後、エ ン タ ー キ ー を 押す とエ ン タ ー キ ー を 押す と 11ペ ー ジ 目が 表示さペ ー ジ 目が 表示さ

れま す 。れま す 。

11 ～～ 33 ペ ー ジ は以下の 内容で す 。ペ ー ジ は以下の 内容で す 。

◆◆ 11 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 1*** PROGRAM 1//3 ***3 ***

EnetEnet--M8   Ver00.03  2003M8   Ver00.03  2003//0404//0202 ROM VERSIONROM VERSION

COM=@COM=@ COMMAND PROMPT (Max4Byte)COMMAND PROMPT (Max4Byte)

ECHO=EECHO=E ECHO [EECHO [E//D]D]

RMSG=ERMSG=E MESSAGE OUT TO RS232C [EMESSAGE OUT TO RS232C [E//D]D]

BPSBPS STOP   DATA  PARITY  XON    DTR       DEL CODE  DEL  TIM   CD  ONCSTOP   DATA  PARITY  XON    DTR       DEL CODE  DEL  TIM   CD  ONC

1B=9600   1S=1   1D=8   1P=N   1X=D   1DR=D    1DEL=0A    1DT=0.00   1CD=001B=9600   1S=1   1D=8   1P=N   1X=D   1DR=D    1DEL=0A    1DT=0.00   1CD=00

2B=9600   2S=1   2D=8   2P=N   2X=D   2DR=D    2DEL=0A    2DT=0.00   2CD=002B=9600   2S=1   2D=8   2P=N   2X=D   2DR=D    2DEL=0A    2DT=0.00   2CD=00

3B=9600   3S=1   3D=8   3P=N   3X=D   3DR=D    3DEL=0A    3DT=0.00   3CD=003B=9600   3S=1   3D=8   3P=N   3X=D   3DR=D    3DEL=0A    3DT=0.00   3CD=00

4B=9600   4S=1   4D=8   4P=N   4X=D   4DR=D    4DEL=0A    4DT=0.00   4CD=004B=9600   4S=1   4D=8   4P=N   4X=D   4DR=D    4DEL=0A    4DT=0.00   4CD=00

5B=9600   5S=1   5D=8   5P=N   5X=D   5DR=D    5DEL=0A    5DT=0.00   5CD=005B=9600   5S=1   5D=8   5P=N   5X=D   5DR=D    5DEL=0A    5DT=0.00   5CD=00

6B=9600   6S=1   6D=8   6P=N   6X=D   6DR=D    6DEL=0A    6DT=0.00   6CD=006B=9600   6S=1   6D=8   6P=N   6X=D   6DR=D    6DEL=0A    6DT=0.00   6CD=00

7B=9600   7S=1   7D=8   7P=N   7X=D   7DR=D    7DEL=0A    7DT=0.00   7CD=007B=9600   7S=1   7D=8   7P=N   7X=D   7DR=D    7DEL=0A    7DT=0.00   7CD=00

8B=9600   8S=1   8D=8   8P=N   8X=D   8DR=D    8DEL=0A    8DT=0.00   8CD=008B=9600   8S=1   8D=8   8P=N   8X=D   8DR=D    8DEL=0A    8DT=0.00   8CD=00

１ －４ －２ 　 表示画面１ －４ －２ 　 表示画面

◆◆ も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合はも し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は  LFCR   を 返し ま す 。を 返し ま す 。

◆◆ チ ャ ン ネ ル 毎に あ る 設定項目に つ い て は、チ ャ ン ネ ル 毎に あ る 設定項目に つ い て は、 通常の通常の nnXXX=mmm nnXXX=mmm   の よ う な形の よ う な形

式で 入力し ま す 。式で 入力し ま す 。nnnn はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ルはシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル NoNo に 対応し ま す 。に 対応し ま す 。nnnnに ゼ ロ を 指定のに ゼ ロ を 指定の

場合は全チ ャ ン ネ ル が 対象と なり ま す 。場合は全チ ャ ン ネ ル が 対象と なり ま す 。 (nn (nnはは 11桁で も 可能。桁で も 可能。拡張用の た め拡張用の た め 22桁表桁表

現と なっ て お り ま す 。現と なっ て お り ま す 。))

例例)) 0B= 384000B= 38400

全全シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル ボ －レ －ト がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル ボ －レ －ト が 3840038400 に なり ま す 。に なり ま す 。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ －ドプ ロ グ ラ ム モ －ド 33//33 ペ －ジ の 設定はペ －ジ の 設定は Enet-LEnet-L が ク ラ イ ア ン ト で 動作、が ク ラ イ ア ン ト で 動作、 ま た はま た は

UDPUDPモ －ド で 動作の 時の み必要と なり ま す。モ －ド で 動作の 時の み必要と なり ま す。 ( (ホ ス ト 動作時に 設定の 必要はあ り まホ ス ト 動作時に 設定の 必要はあ り ま

せ ん 。せ ん 。))

◆◆ エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー  ( (直前に 文字を 打た ず に直前に 文字を 打た ず に EnterEnter キ ー の みキ ー の み) ) を 押す と 、を 押す と 、 現在の 設定値現在の 設定値

ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。

事前に 変更入力が あ っ た 場合→変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示事前に 変更入力が あ っ た 場合→変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示

事前に 変更入力が 無い 場合→現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示事前に 変更入力が 無い 場合→現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示

◆◆ 設定画面の ペ ー ジ は全部で ３ ペ ー ジ あ り ま す 。設定画面の ペ ー ジ は全部で ３ ペ ー ジ あ り ま す 。

表示ペ ー ジ を 変え る に は、表示ペ ー ジ を 変え る に は、前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定

に よ る 方法が あ り ま す 。に よ る 方法が あ り ま す 。

例例)) ２２    ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ＝＝ ( (２ ペ ー ジ 目を 表示す る２ ペ ー ジ 目を 表示す る ))
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◆◆ 33 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//3 ***3 ***

 HOST IP ADDRESS HOST IP ADDRESS DEST PORTDEST PORT HOST ETHERNET ADDRESSHOST ETHERNET ADDRESS

      1I= 000.000.000.0001I= 000.000.000.000   1DP=0  1DP=0     1M=00:00:00:00:00:001M=00:00:00:00:00:00

      2I= 000.000.000.0002I= 000.000.000.000   2DP=0  2DP=0     2M=00:00:00:00:00:002M=00:00:00:00:00:00

      3I= 000.000.000.0003I= 000.000.000.000   3DP=0  3DP=0     3M=00:00:00:00:00:003M=00:00:00:00:00:00

      4I= 000.000.000.0004I= 000.000.000.000   4DP=0  4DP=0     4M=00:00:00:00:00:004M=00:00:00:00:00:00

      5I= 000.000.000.0005I= 000.000.000.000   5DP=0  5DP=0     5M=00:00:00:00:00:005M=00:00:00:00:00:00

      6I= 000.000.000.0006I= 000.000.000.000   6DP=0  6DP=0     6M=00:00:00:00:00:006M=00:00:00:00:00:00

      7I= 000.000.000.0007I= 000.000.000.000   7DP=0  7DP=0     7M=00:00:00:00:00:007M=00:00:00:00:00:00

      8I= 000.000.000.0008I= 000.000.000.000   8DP=0  8DP=0     8M=00:00:00:00:00:008M=00:00:00:00:00:00

      9I= 000.000.000.0009I= 000.000.000.000   9DP=0  9DP=0     9M=00:00:00:00:00:009M=00:00:00:00:00:00

10I= 000.000.000.00010I= 000.000.000.000 10DP=010DP=0 10M=00:00:00:00:00:0010M=00:00:00:00:00:00

11I= 000.000.000.00011I= 000.000.000.000 11DP=011DP=0 11M=00:00:00:00:00:0011M=00:00:00:00:00:00

12I= 000.000.000.00012I= 000.000.000.000 12DP=012DP=0 12M=00:00:00:00:00:0012M=00:00:00:00:00:00

13I= 000.000.000.00013I= 000.000.000.000 13DP=013DP=0 13M=00:00:00:00:00:0013M=00:00:00:00:00:00

14I= 000.000.000.00014I= 000.000.000.000 14DP=014DP=0 14M=00:00:00:00:00:0014M=00:00:00:00:00:00

15I= 000.000.000.00015I= 000.000.000.000 15DP=015DP=0 15M=00:00:00:00:00:0015M=00:00:00:00:00:00

16I= 000.000.000.00016I= 000.000.000.000 16DP=016DP=0 16M=00:00:00:00:00:0016M=00:00:00:00:00:00

17I= 000.000.000.00017I= 000.000.000.000 17DP=017DP=0 17M=00:00:00:00:00:0017M=00:00:00:00:00:00

18I= 000.000.000.00018I= 000.000.000.000 18DP=018DP=0 18M=00:00:00:00:00:0018M=00:00:00:00:00:00

◆◆ 22 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//3 ***3 ***

MAC=00:C0:84:00:00:00MAC=00:C0:84:00:00:00 ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS

IP=192.168.000.010IP=192.168.000.010 IP ADDRESSIP ADDRESS

NETM=255.255.255.000NETM=255.255.255.000 NETMASKNETMASK

DEFG=000.000.000.000DEFG=000.000.000.000 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY

USER=EnetUSER=Enet USER NAMEUSER NAME

PASS=EnetPASS=Enet--L8L8 PASS WORDPASS WORD

OBSP=5000OBSP=5000 OBSERVATION UDP PORT NOOBSERVATION UDP PORT NO

WTM=0WTM=0 KEEP WATCH TIMER [0KEEP WATCH TIMER [0--60 Min]60 Min]

HEAD=DHEAD=D UDP HEADER [EUDP HEADER [E//D]D]

DCT=0DCT=0 DISCONNECTED RETRY COUNTER [999:INFINITY]DISCONNECTED RETRY COUNTER [999:INFINITY]

DTM=60DTM=60 DISCONNECTED RETRY TIMER [30DISCONNECTED RETRY TIMER [30--1200 sec]1200 sec]

PWCT=10PWCT=10 POWER ON CONNECT RETRY COUNTER [999:INFINITY]POWER ON CONNECT RETRY COUNTER [999:INFINITY]

PWTM=60PWTM=60 POWER ON CONNECT RETRY TIMER [30POWER ON CONNECT RETRY TIMER [30--1200 sec]1200 sec]

   1PW=00T       2PW=00T      3PW=00T   1PW=00T       2PW=00T      3PW=00T 4PW=00T4PW=00T

   5PW=00T       6PW=00T      7PW=00T   5PW=00T       6PW=00T      7PW=00T 8PW=00T8PW=00T

    1SP=4096     2SP=4097     3SP=4098    1SP=4096     2SP=4097     3SP=4098 4SP=40994SP=4099

    5SP=4100     6SP=4101     7SP=4102    5SP=4100     6SP=4101     7SP=4102 8SP=41038SP=4103
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１ －５ 　 設定項目の 解説１ －５ 　 設定項目の 解説

１ －５ －１ 　 各項目の 意味、１ －５ －１ 　 各項目の 意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値

◆◆ RO M  VERSIONRO M  VERSION

ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の 指定及び コ マ ン ド 無効の 指定コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の 指定及び コ マ ン ド 無効の 指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： ＠＠

COM=aaaa COM=aaaa LFCR コ マ ン ド プ ロ ン プ ト をコ マ ン ド プ ロ ン プ ト を aaaaaaaa の 文字列と し ま す 。の 文字列と し ま す 。

aaaaaaaa は、は、 １ か ら ４ 個の 文字列で す 。１ か ら ４ 個の 文字列で す 。

コ マ ン ド の 先頭に こ の 文字列が 必要と なり ま す 。コ マ ン ド の 先頭に こ の 文字列が 必要と なり ま す 。

リ ザ ル ト の 先頭に こ の 文字列が 付き ま す 。リ ザ ル ト の 先頭に こ の 文字列が 付き ま す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を 変更す る 際に 指定し て 下さ い 。コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を 変更す る 際に 指定し て 下さ い 。

COM=COM= LFCR で 設定可能なで 設定可能な ASCIIASCII 文字列は文字列は 0x210x21 ～～ 0x7E0x7E ま で で す 。ま で で す 。

◆◆ 開設時以外で の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定開設時以外で の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：：  E E

ECHO=E ECHO=E LFCR シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に エ コ ー バ ッ ク し ま す 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に エ コ ー バ ッ ク し ま す 。

ECHO=D ECHO=D LFCR エ コ ー バ ッ ク 無し と し ま す 。エ コ ー バ ッ ク 無し と し ま す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジ の 出力シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジ の 出力 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： EE

　　 RMSG=E RMSG=E LFCR シリ ア ル チ ャ ン ネ ルへ 開設状態メ ッ セー ジを 出力し ま す。シリ ア ル チ ャ ン ネ ルへ 開設状態メ ッ セー ジを 出力し ま す。

RMSG=D RMSG=D LFCR シリ ア ルチ ャ ン ネルへ開設状態メ ッ セージを 出力し ま せん。シリ ア ルチ ャ ン ネルへ開設状態メ ッ セージを 出力し ま せん。

※※ 上記上記 COM=COM=，， ECHO=ECHO=，， RMSG=RMSG= の 設定は、の 設定は、 各チ ャ ン ネ ル 共通の 設定で す 。各チ ャ ン ネ ル 共通の 設定で す 。

◆◆ シ リ ア ル 通信速度シ リ ア ル 通信速度 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 96009600

nnB=bbbb  nnB=bbbb  LFCR nn チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル bbbb  bpsbbbb  bps と し ま す 。と し ま す 。

値は値は 600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,

14400,28800,57600,115200,14400,28800,57600,115200, の い ず れか で す 。の い ず れか で す 。

◆◆ デ ー タ ビ ッ ト 長デ ー タ ビ ッ ト 長 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 88

nnD=8 nnD=8 LFCR nn チ ャ ン ネ ル デ ー タ ビ ッ ト 長をチ ャ ン ネ ル デ ー タ ビ ッ ト 長を 88 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

nnD=7 nnD=7 LFCR nn チ ャ ン ネ ル デ ー タ ビ ッ ト 長をチ ャ ン ネ ル デ ー タ ビ ッ ト 長を 77 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。
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◆◆ パ リ テ ィパ リ テ ィ デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： NN

nnP=N nnP=N LFCR nn チ ャ ン ネ ル パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し と し ま す 。チ ャ ン ネ ル パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し と し ま す 。

nnP= E nnP= E LFCR nn チ ャ ン ネ ル パ リ テ ィ を 偶数チ ャ ン ネ ル パ リ テ ィ を 偶数 (EVEN)  (EVEN) と し ま す 。と し ま す 。

nnP=O nnP=O LFCR nn チ ャ ン ネ ル パ リ テ ィ を 奇数チ ャ ン ネ ル パ リ テ ィ を 奇数 (ODD)  (ODD) と し ま す 。と し ま す 。

◆◆ ソ フ ト フ ロ ー の 指定ソ フ ト フ ロ ー の 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： DD

nnX=D nnX=D LFCR nn チ ャ ン ネ ル ソ フ ト フ ロ ー 無効と し ま す 。チ ャ ン ネ ル ソ フ ト フ ロ ー 無効と し ま す 。

nnX= E nnX= E LFCR nn チ ャ ン ネ ル ソ フ ト フ ロ ー 有効と し ま す 。チ ャ ン ネ ル ソ フ ト フ ロ ー 有効と し ま す 。

◆◆ コ ネ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 及び ス テ ー タ ス 通知の 指定コ ネ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 及び ス テ ー タ ス 通知の 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： ＤＤ

((チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル nnnn のの DTRDTR//DSRDSR 信号機能を 設定し ま す 。信号機能を 設定し ま す 。))

nnDR=D nnDR=D LFCR DTRDTR//DSRDSR 信号を 使用し ま せ ん 。信号を 使用し ま せ ん 。 Enet-LEnet-L 起動後常に 有効と起動後常に 有効と

なり ま す 。なり ま す 。

nnDR=S nnDR=S LFCR Enet-LEnet-Lのの DTRDTR 出力信号を出力信号を TCPTCP//IPIP開設状態の 通知に 使用し開設状態の 通知に 使用し

ま す 。ま す 。

該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対応する該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対応する TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル が 開チ ャ ン ネ ル が 開

設中の 場合設中の 場合DTRDTR 信号を 有効と し ま す 。信号を 有効と し ま す 。非開設の 場合は非開設の 場合は DTRDTR

信号を 無効と し ま す 。信号を 無効と し ま す 。

nnDR=H nnDR=H LFCR Enet-LEnet-L が ホ ス ト 動作時に 有効な 設定で す 。が ホ ス ト 動作時に 有効な 設定で す 。

該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の DSRDSR入力信号が 有効の 場合の み入力信号が 有効の 場合の み

通信相手通信相手EthernetEthernet機器か ら の機器か ら の TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開設要求コ ネ ク シ ョ ン 開設要求

を 受け 付け ま す 。を 受け 付け ま す 。

開設中に開設中に DSRDSR入力信号が 無効と なっ た 場合、入力信号が 無効と なっ た 場合、開設中の開設中の TCPTCP//

IPIP を 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

nnDR=mmnnDR=mm  LFCR 該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の DSRDSR 入力信号が 、入力信号が 、無効か ら 有効無効か ら 有効

に 変化し た 場合、に 変化し た 場合、 mmmm で 設定さ れたで 設定さ れた  (mm (mm はは 0101 ～～ 1818 の 接続の 接続

先相手先相手TBL NoTBL No プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//33PAGEPAGE で 設定さ れた 相で 設定さ れた 相

手手EthernetEthernet機器の機器の IPIP//PORT NoPORT No宛宛) ) に ク ラ イ ア ン ト 型でに ク ラ イ ア ン ト 型で TCPTCP//

IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。

開設後に 、開設後に 、DSRDSR入力信号が 有効か ら 無効に 変化し た 場合は、入力信号が 有効か ら 無効に 変化し た 場合は、

開設中の開設中の TCPTCP//IPIP を 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

ご 注意ご 注意 nnDR=H or nnDR=mmnnDR=H or nnDR=mm設定を 行う と 後述設定を 行う と 後述nnCD=mm nnCD=mm ま た は、ま た は、nnPW=mmTnnPW=mmTのの

設定が 出来なく なり ま す 。設定が 出来なく なり ま す 。

こ れら ３ つ の 設定項目はチ ャ ン ネ ル 毎の 排他設定と なり ま す 。こ れら ３ つ の 設定項目はチ ャ ン ネ ル 毎の 排他設定と なり ま す 。

◆◆ ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 11

nnS=2 nnS=2 LFCR nn チ ャ ン ネ ル ス ト ッ プ ビ ッ ト 長をチ ャ ン ネ ル ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 22 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

nnS=1 nnS=1 LFCR nn チ ャ ン ネ ル ス ト ッ プ ビ ッ ト 長をチ ャ ン ネ ル ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 11 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。
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※※ こ の 指定を 行う と シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ が 途切れる と こ の タ イこ の 指定を 行う と シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ が 途切れる と こ の タ イ

マ ー がス タ ー ト し て タ イ ム ア ウ ト する ま で に 次ぎ の 受信がなけ ればそ れま で に 受マ ー がス タ ー ト し て タ イ ム ア ウ ト する ま で に 次ぎ の 受信がなけ ればそ れま で に 受

信し た シ リ ア ル デ ー タ を信し た シ リ ア ル デ ー タ を 11 パ ケ ッ ト と し て 相手パ ケ ッ ト と し て 相手 EthernetEthernet機器へ 送信し ま す 。機器へ 送信し ま す 。 　　

シ リ ア ル 受信デ ー タ がバイ ナ リ デ ー タ で デ リ ミ タ コ ー ド が指定出来ない 場合に 指シ リ ア ル 受信デ ー タ がバイ ナ リ デ ー タ で デ リ ミ タ コ ー ド が指定出来ない 場合に 指

定し ま す 。定し ま す 。

詳細は詳細は [3 [3--88--1  RS232C1  RS232C 機器→機器→ Enet-LEnet-L →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送] ] をを

参照し て 下さ い 。参照し て 下さ い 。

◆◆ 端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 0.00 (ﾀｲﾑｱｳﾄ0.00 (ﾀｲﾑｱｳﾄ指定無し指定無し ))

nnDT= t.tt nnDT= t.tt LFCR チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル nnnn の タ イ ム ア ウ ト 値をの タ イ ム ア ウ ト 値を t.ttt.ttに 設定し ま す 。に 設定し ま す 。

t.ttt.ttは数値で す 。は数値で す 。 ( (単位秒単位秒))

1DT=1 1DT=1 LFCR  ,1DT= .02  ,1DT= .02 LFCR   の 様な入力も 可能で す 。の 様な入力も 可能で す 。

1DT=0 1DT=0 LFCR   で 、で 、 タ イ ム ア ウ ト 指定無し と なり ま す 。タ イ ム ア ウ ト 指定無し と なり ま す 。

◆◆ 端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の 指定端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： OAOA

nnDEL= xx  nnDEL= xx  LFCR チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル nnnn で の デ リ ミ タ コ ー ド をで の デ リ ミ タ コ ー ド を xxxx と し ま す 。と し ま す 。

xxxx は、は、 00h00h か らか ら FFhFFh のの 1616 進数を進数を 22 バ イ ト のバ イ ト の ASCIIASCII 文字で 入文字で 入

力し ま す 。力し ま す 。

例例)) 1DEL=0D 1DEL=0D LFCR   と 入力す る と チ ャ ン ネ ル １ の デ リ ミ タ コ ー ド はと 入力す る と チ ャ ン ネ ル １ の デ リ ミ タ コ ー ド は CRCR コ ー ドコ ー ド

(0x0D) (0x0D) と なり ま す 。と なり ま す 。

※※ デ リ ミ タ コ ー ド は、デ リ ミ タ コ ー ド は、端末機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を端末機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を 11パ ケ ッ ト のパ ケ ッ ト の

単位と し て 相手単位と し て 相手 EthernetEthernet機器へ 送信す る 為の 区切り と し て 使用さ れま す 。機器へ 送信す る 為の 区切り と し て 使用さ れま す 。

詳細は詳細は [3 [3--88--1  RS232C1  RS232C 機器→機器→ Enet-LEnet-L →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送] ] をを

参照し て 下さ い 。参照し て 下さ い 。

◆◆ C DC D 信号入力で の信号入力で の TC PTC P//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設コ ネ ク シ ョ ン 開設 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00 (00 (指定無し指定無し ))

nnCD=mm nnCD=mm LFCR チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル nnnn の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を テ ー ブ ルの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を テ ー ブ ル mmmm 番と番と

CDCD 信号有効時に信号有効時に TCPTCP//IPIP開設を 行い ま す 。開設を 行い ま す 。

mmmm はプ ロ グ ラ ム モ ー ドはプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//3PAGE3PAGE で 指定の 通信相手で 指定の 通信相手

EthernetEthernet機器機器 IPIP//PORTPORT指定の指定の TBL NoTBL No で す 。で す 。

CDCD 信号が 無効に なる と 開設中の信号が 無効に なる と 開設中の TCPTCP//IPIPを 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

nnCD=0 nnCD=0 LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

指定無し の 場合は、指定無し の 場合は、 CDCD 入力信号は無視さ れま す 。入力信号は無視さ れま す 。

※※ 前述、前述、nnDR=H or nnDR=mmnnDR=H or nnDR=mm 指定及び 後述指定及び 後述nnPW=mmXnnPW=mmXの 設定と チ ャ ン ネ ル 毎にの 設定と チ ャ ン ネ ル 毎に

排他の 設定で す 。排他の 設定で す 。  こ ち ら の 設定を 行う と 、こ ち ら の 設定を 行う と 、nnDR=H or nnDR=mm or nnPW=mmXnnDR=H or nnDR=mm or nnPW=mmX

の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。
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◆◆ 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

MAC=00:C0:84:hh:hh:hhMAC=00:C0:84:hh:hh:hh

こ の 項目は変更で き ま せ ん 。こ の 項目は変更で き ま せ ん 。 hh:hh:hhhh:hh:hh部分は個々の装置に ユニ ーク な番号です。部分は個々の装置に ユニ ーク な番号です。

◆◆ 自機自機 I PI P ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 192.168.0.10192.168.0.10

IP=ddd .ddd .ddd .ddd  IP=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

自機自機 IPIP ア ド レ ス を 設定し ま す 。ア ド レ ス を 設定し ま す 。 　　 IPIP ア ド レ ス は、ア ド レ ス は、 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さで 示さ

れま す 。れま す 。 88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 バ イ トバ イ ト ))　 単位を ド ッ ト で 区切り 、　 単位を ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表進数で 表

示し ま す 。示し ま す 。 　　 個々の個々の dddddd の 部分は、の 部分は、 00 ～～ 255255 で す 。で す 。

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 0.0.0.00.0.0.0

NETM= ddd .ddd .ddd .dddNETM= ddd .ddd .ddd .ddd   LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。　 設定値は、　 設定値は、IPIPア ド レ ス と 同ア ド レ ス と 同

様な書式で す 。様な書式で す 。 　 下図　 下図 [ [異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 0.0.0.00.0.0.0

DEFG= ddd .ddd .ddd .dddDEFG= ddd .ddd .ddd .ddd   LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。　 設定値は、　 設定値は、IPIPアア

ド レ ス と 同様な書式で す 。ド レ ス と 同様な書式で す 。　 下図　 下図 [ [異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下を 参照し て 下

さ い 。さ い 。

★★  異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例  ★★

ネ ッ ト ワ ー ク

相手機器 No.1 IP= 192.168.20.12

ル ー タ ー No.2 IP= 192.168.20.02

ル ー タ ー No.1 IP= 192.168.20.01

ル ー タ ー No.3 IP= 192.168.50.01 相手機器 No.2 IP= 192.168.50.40

自機 Enet-L
IP= 192.168.50.30 NETM= 255.255.255.0 DEFG= 192.168.50.1

相手No.1=192.168.20.12 相手No.2= 192.168.50.40

他ネ ッ ト へ

192.168.20.0

の サ ブ ネ ッ ト

192.168.50.0

の サ ブ ネ ッ ト

※太線が 通信さ れる ル ー ト
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◆◆ Te ln et lo g inTe ln et lo g in 時の ユ ー ザ時の ユ ー ザ IDID を 指定す るを 指定す る 　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： EnetEnet

USER=xxxxxxxx USER=xxxxxxxx LFCR

xxxxxxxxxxxxxxxx は、は、 最小１ 文字か ら 最大最小１ 文字か ら 最大 88 文字ま で 指定可能で す 。文字ま で 指定可能で す 。

ASCIIASCII 文字列　文字列　 0x210x21 ～～ 0x7E0x7E を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

Telnet log inTelnet log in 時に時に USER=USER= で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

一致し なけ れば一致し なけ れば Telnet log inTelnet log in 出来ま せ ん 。出来ま せ ん 。 小文字大文字も 識別し ま す 。小文字大文字も 識別し ま す 。

◆◆ Telne t log inTe ln e t log in 時の パ ス ワ ー ド を 指定す る時の パ ス ワ ー ド を 指定す る デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： Enet-LEnet-L

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR

xxxxxxxxxxxxxxxx は、は、 最小１ 文字か ら 最大最小１ 文字か ら 最大 88 文字ま で 指定可能で す 。文字ま で 指定可能で す 。

ASCIIASCII 文字列　文字列　 0x210x21 ～～ 0x7E0x7E を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

Telnet log inTelnet log in 時に時に PASS=PASS= で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

一致し なけ れば一致し なけ れば Telnet log inTelnet log in 出来ま せ ん 。出来ま せ ん 。 小文字大文字も 識別し ま す 。小文字大文字も 識別し ま す 。

　　

◆◆ 監視プ ロ グ ラ ム 用ポ ー ト 番号監視プ ロ グ ラ ム 用ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 50005000

現在こ の 機能はサ ポ ー ト さ れて い ま せ ん 。現在こ の 機能はサ ポ ー ト さ れて い ま せ ん 。

後述の後述の nnSP=pppppnnSP=ppppp で 設定さ れる シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 設定の ソ ー ス ポ ー トで 設定さ れる シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 設定の ソ ー ス ポ ー ト

NoNo とと ユ ニ ー ク な設定値で なけ ればなり ま せ ん 。ユ ニ ー ク な設定値で なけ ればなり ま せ ん 。

例例)) OBSP=5000OBSP=5000 時は時は 1SP= 50001SP= 5000 は設定出来ま せ ん 。は設定出来ま せ ん 。

◆◆ 無通信時の無通信時の TC P/I PTC P/I P コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

WTM=tt WTM=tt LFCR

ttttはは 00 ～～ 6060 ま で のま で の 1010 進数で 指定。進数で 指定。 単位は分で す 。単位は分で す 。

00 指定時は、指定時は、 こ の 機能は無効と なり ま す 。こ の 機能は無効と なり ま す 。

11 ～～ 6060 を 指定の 場合、を 指定の 場合、 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し まデ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し ま

す 。す 。 通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、 Enet-LEnet-Lか ら も 何のか ら も 何の

パケ ッ ト も 送信し て い ない 場合で 、パケ ッ ト も 送信し て い ない 場合で 、設定時間を 経過す る と コ ネ ク シ ョ ン を 強設定時間を 経過す る と コ ネ ク シ ョ ン を 強

制終了し ま す 。制終了し ま す 。
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◆◆ U D PU D P 受信時の 受信デ ー タ 送信元表示指定受信時の 受信デ ー タ 送信元表示指定　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :D:D

　　 HEAD=D HEAD=D LFCR

UDPUDPパ ケ ッ ト 受信動作時に 相手機器よ り 受信の デ ー タ の みを シ リ ア ル チ ャパ ケ ッ ト 受信動作時に 相手機器よ り 受信の デ ー タ の みを シ リ ア ル チ ャ

ン ネ ル へ 送信し ま す 。ン ネ ル へ 送信し ま す 。

 HEAD=E  HEAD=E LFCR

UDPUDPパ ケ ッ ト 受信時に 送信元の 情報を 受信デ ー タ の 前に シ リ ア ル チ ャ ン ネパ ケ ッ ト 受信時に 送信元の 情報を 受信デ ー タ の 前に シ リ ア ル チ ャ ン ネ

ル へ 送信し て か ら 受信デ ー タ を 送信し ま す 。ル へ 送信し て か ら 受信デ ー タ を 送信し ま す 。

送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信相手送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信相手 TBLTBL に 登録が あ る 場合に 登録が あ る 場合

　 　 　 　 ▼　 　 　 　 ▼@mm:ABCDEFG@mm:ABCDEFG @@ は固定文字列は固定文字列 ,mm,mm は相手登録は相手登録 TBL No,:TBL No,:は固定は固定

ABCDEFGABCDEFG は受信デ ー タは受信デ ー タ

送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信相手送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信相手 TBLTBL に 未登録の 場合に 未登録の 場合

　 　 　 　 ▼　 　 　 　 ▼ @192.168.000.080:4098:ABCDEFG@192.168.000.080:4098:ABCDEFG

上記の よ う に 送信元の上記の よ う に 送信元の IPIP ア ド レ ス 及び ポ ー トア ド レ ス 及び ポ ー ト NoNo が 付加さ れま す 。が 付加さ れま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続    リ ト ラ イ 回数指定リ ト ラ イ 回数指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

DCT= cc DCT= cc LFCR

cccc はは 00 ～～ 999999 回の 指定が 可能で す 。回の 指定が 可能で す 。

　 　　 　 後述、後述、 nnPW= mmTnnPW= mmTを 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

　 　　 　 TCPTCP//IPIP を 開設後、を 開設後、 TCPTCP//IPIP 切断要求パ ケ ッ ト切断要求パ ケ ッ ト finfin や 強制終了パ ケ ッ トや 強制終了パ ケ ッ ト RSTRST、、

ま た はこ の 機器よ りま た はこ の 機器よ り TCPTCP//IPIP切断を 行っ た 場合など で切断を 行っ た 場合など で TCPTCP//IPIPの コ ネ ク シ ョの コ ネ ク シ ョ

ン が 切断時に 指定さ れた 数値回数分再接続を 試みま す 。ン が 切断時に 指定さ れた 数値回数分再接続を 試みま す 。

　 　　 　 ZEROZERO を 指定の 場合は、を 指定の 場合は、 再接続は行い ま せ ん 。再接続は行い ま せ ん 。

　 　　 　 ま た 、ま た 、 999999 を 指定の 場合は、を 指定の 場合は、 再接続が 成功す る ま で 無限に 再接続を 試みま再接続が 成功す る ま で 無限に 再接続を 試みま

す 。す 。よ っ てよ っ て ZEROZERO 以外を 指定時に 、以外を 指定時に 、相手と 通信可能状態で あ れば相手と 通信可能状態で あ れば TCPTCP//IPIPをを

切断後に 再び 開設状態と なり ま す 。切断後に 再び 開設状態と なり ま す 。

本設定を 有効に し た 場合、本設定を 有効に し た 場合、 全チ ャ ン ネ ル に 対し て 適応さ れま す 。全チ ャ ン ネ ル に 対し て 適応さ れま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続    リ ト ラ イ 間隔指定リ ト ラ イ 間隔指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

DTM= cc DTM= cc LFCR

cccc はは 3030 ～～ 12001200 秒の 指定が 可能で す 。秒の 指定が 可能で す 。

後述、後述、 nnPW=mmTnnPW=mmT、、 DCT=1DCT=1 以上を 指定時に 有効と なり ま す 。以上を 指定時に 有効と なり ま す 。

再接続を 試行す る リ ト ラ イ 間隔の 指定と なり ま す 。再接続を 試行す る リ ト ラ イ 間隔の 指定と なり ま す 。

本設定を 有効に し た 場合、本設定を 有効に し た 場合、 全チ ャ ン ネ ル に 対し て 適応さ れま す 。全チ ャ ン ネ ル に 対し て 適応さ れま す 。
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◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TC PTC P//IPIP 開設ま た は開設ま た は U DPU DP 通信状態移行通信状態移行

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00T00T

nnPW= mmX nnPW= mmX LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル nnnn を 対象に 、を 対象に 、 テ ー ブ ルテ ー ブ ル mmmm 番に番に xx の プ ロ ト コ ル で 電源の プ ロ ト コ ル で 電源

投入時に 自動開設し ま す 。投入時に 自動開設し ま す 。

　 　　 　 mmmm はは 11 ～～ 1818 の 設定済み相手機器テ ー ブ ル 番号で す 。の 設定済み相手機器テ ー ブ ル 番号で す 。

　 　　 　 xx に は、に は、 T (TCPT (TCP//IP) IP) ま た は、ま た は、 U (UDP)U (UDP)を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

　 　　 　 PW=0T PW=0T LFCR   も し く はも し く は PW=0U PW=0U LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

　 　　 　 も し 開設出来ない 場合は、も し 開設出来ない 場合は、後述後述PWTM=cccPWTM=ccc で 指定ので 指定の cccccc時間毎に 再実行し時間毎に 再実行し

ま す 。ま す 。 後述後述 PWCT=ccPWCT=cc 指定の指定の cccc 回数リ ト ラ イ 後、回数リ ト ラ イ 後、 開設で き ない 場合は、開設で き ない 場合は、 ここ

の 処理を 中止し ま す 。の 処理を 中止し ま す 。 開設が で き ず に 処理を 中止の 場合は、開設が で き ず に 処理を 中止の 場合は、 ホ ス ト 動作のホ ス ト 動作の

復帰は行わ ない の で 、復帰は行わ ない の で 、 ク ラ イ ア ン ト か ら の 接続要求は受け 付け ま せ ん 。ク ラ イ ア ン ト か ら の 接続要求は受け 付け ま せ ん 。

※※ 前述、前述、 nnDR=H or nnDR=mmnnDR=H or nnDR=mm 指定及び指定及び nnCD=mmnnCD=mm と 本設定はチ ャ ン ネ ル 毎に 排と 本設定はチ ャ ン ネ ル 毎に 排

他の 設定で す 。他の 設定で す 。 こ ち ら の 設定を 行う と 、こ ち ら の 設定を 行う と 、 nnDR=H or nnDR=mm or nnCD=mmnnDR=H or nnDR=mm or nnCD=mm のの

設定は出来ま せ ん 。設定は出来ま せ ん 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TCPTCP//IPIP 開設ま た は開設ま た は U DPU DP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 回数リ ト ラ イ 回数

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :10:10

PWCT= cc PWCT= cc LFCR

後述、後述、 nnPW= mmXnnPW= mmX を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 回数の 指定と なり ま す 。開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 回数の 指定と なり ま す 。

ccccに リ ト ラ イ 回数を 指定し ま す 。に リ ト ラ イ 回数を 指定し ま す 。 cc ccにに 9999を 指定の 場合、を 指定の 場合、リ ト ラ イ を 無限にリ ト ラ イ を 無限に

繰り 返し ま す 。繰り 返し ま す 。

本設定を 有効に し た 場合、本設定を 有効に し た 場合、 全チ ャ ン ネ ル に 対し て 適応さ れま す 。全チ ャ ン ネ ル に 対し て 適応さ れま す 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TC PTC P//IPIP 開設ま た は開設ま た は U D PU D P 通信状態移行通信状態移行  リ ト ラ イ タ イ マリ ト ラ イ タ イ マ

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト :60:60

PWTM=tt PWTM=tt LFCR

後述、後述、 nnPW= mmXnnPW= mmX を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 間隔開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 間隔 ( (単位＝秒単位＝秒) ) の 指定と なり ま す 。の 指定と なり ま す 。

指定可能数値は指定可能数値は 3030 ～～ 1200 (Sec)1200 (Sec)で す 。で す 。
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◆◆ 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM 内の 全て の 設定値が デ フ内の 全て の 設定値が デ フ ｫｫル ト 値と なり ま す 。ル ト 値と なり ま す 。

ご 注意ご 注意 今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。重要な設定値は、重要な設定値は、他に メ モ を他に メ モ を

残し て か ら 実行し て 下さ い 。残し て か ら 実行し て 下さ い 。

◆◆ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： CH1:4096 CH2:4097 CH3:4098 CH4:4099 . . . .CH8:4103CH1:4096 CH2:4097 CH3:4098 CH4:4099 . . . .CH8:4103

nnSP= ppppp  nnSP= ppppp  LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル nnnn の ソ ー ス ポ ー トの ソ ー ス ポ ー ト NoNo を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

　　 pppppppppp は、は、 10251025 ～～ 6553565535 ま で 指定可能で す 。ま で 指定可能で す 。

指定さ れた ポ ー ト指定さ れた ポ ー ト NoNo 宛の宛の EthernetEthernetデ ー タ が 指定チ ャ ン ネ ル へ 送信さ れ、デ ー タ が 指定チ ャ ン ネ ル へ 送信さ れ、

指定シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 受信の デ ー タ が 指定ポ ー ト指定シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 受信の デ ー タ が 指定ポ ー ト NoNoでで EthernetEthernetへ 送信へ 送信

さ れま す 。さ れま す 。従っ て 各チ ャ ン ネ ル 毎に 指定の ポ ー ト従っ て 各チ ャ ン ネ ル 毎に 指定の ポ ー ト NoNoはユ ニ ー ク で あ る 必要はユ ニ ー ク で あ る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。

同一ポ ー ト同一ポ ー ト NoNo は指定出来ま せ ん 。は指定出来ま せ ん 。

1SP=40961SP=4096 時、時、 2SP= 40962SP= 4096 は指定出来ま せ ん 。は指定出来ま せ ん 。 ま た 、ま た 、 前述前述 OBSP=pppppOBSP=ppppp

で 指定さ れた ポ ー トで 指定さ れた ポ ー ト NoNo と も ユ ニ ー ク で あ る 必要が あ り ま す 。と も ユ ニ ー ク で あ る 必要が あ り ま す 。

◆◆ 相手相手 I PI P ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 000.000.000.000000.000.000.000

mmI=ddd.ddd .ddd .ddd  mmI=ddd.ddd .ddd .ddd  LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル mmmm 番の 相手番の 相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す 。と し ま す 。

mmmm は、は、 11 ～～ 1818 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

ク ラ イ ア ン ト 型でク ラ イ ア ン ト 型で TCPTCP//IPIP通信を 行う 場合や 、通信を 行う 場合や 、UDPUDP動作を 行う 場合に 必要な動作を 行う 場合に 必要な

設定で す 。設定で す 。

◆◆ 相手ポ ー ト 番号相手ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

mmDP=ppppp  mmDP=ppppp  LFCR 　　

テ ー ブ ルテ ー ブ ル mmmm 番の 相手ポ ー ト 番号を番の 相手ポ ー ト 番号を pppppppppp と し ま す 。と し ま す 。

mmmm は、は、 11 ～～ 1818 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

10251025 ～～ 6553665536 ま で 指定可能で す 。ま で 指定可能で す 。

ク ラ イ ア ン ト 型でク ラ イ ア ン ト 型で TCPTCP//IPIP通信を 行う 場合や 、通信を 行う 場合や 、UDPUDP動作を 行う 場合に 必要な動作を 行う 場合に 必要な

設定で す 。設定で す 。

◆◆ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

指定の 必要はあ り ま せ ん 。指定の 必要はあ り ま せ ん 。 　 現在未使用で す 。　 現在未使用で す 。
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1)1) Enet-LEnet-L と 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器がと 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が UNIXUNIX マ シ ン ま た はマ シ ン ま た は WindowsWindows マ シ ンマ シ ン

の 場合の 場合

        ▼▼ Enet-LEnet-L 自身の自身の IPIPア ド レ ス を 設定す る 。ア ド レ ス を 設定す る 。  ( (第１ 章を 参照第１ 章を 参照))

例例：： IP=192.168.0.130 (IP=192.168.0.130 (同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す ))

        ▼▼ 通信を 行う 相手機器よ り通信を 行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を 実行す る 。コ マ ン ド を 実行す る 。

Microsoft (R) W indows 98Microsoft (R) W indows 98 で ので の pingp ing テ ス ト 成功例テ ス ト 成功例
C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 2ms TTL=32Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 2ms TTL=32
Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 2ms TTL=32Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 2ms TTL=32
Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 1ms TTL=32Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 1ms TTL=32

Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 1ms TTL=32Reply from 192.168.0.130: bytes=32 time= 1ms TTL=32

上記が 返送さ れれば、上記が 返送さ れれば、 物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。

Microsoft (R) W indows 98Microsoft (R) W indows 98 で ので の pingp ing テ ス ト 失敗例テ ス ト 失敗例
C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Request timed out.Request timed out.
Request timed out.Request timed out.
Request timed out.Request timed out.
Request timed out.Request timed out.

上記の よ う なメ ッ セ ー ジが 返送の 場合は、上記の よ う なメ ッ セ ー ジが 返送の 場合は、ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。

２ －１ 　２ －１ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な 通信テ ス トを 使っ た 簡単な 通信テ ス ト

22）） Enet-LEnet-Lと 通信を 行う 通信相手機器がと 通信を 行う 通信相手機器が pingp ing コ マ ン ド を 実行で き ない 場合は、コ マ ン ド を 実行で き ない 場合は、相手相手

機器が 接続さ れる セ グ メ ン ト 内の機器が 接続さ れる セ グ メ ン ト 内の pingp ing が 可能な機器よ り 実行し ま す 。が 可能な機器よ り 実行し ま す 。

((テ ス ト 方法／結果はテ ス ト 方法／結果は 1) 1) と 同様で す 。と 同様で す 。

※※ UNIXUNIX マ シ ン 等で のマ シ ン 等で の pingp ing の 実行方法は機器の マ ニ ュ ア ル 等を 参考に し て 下さ い 。の 実行方法は機器の マ ニ ュ ア ル 等を 参考に し て 下さ い 。

※※ information Requestinformation Request//Rep lyRep ly、、 TimestampTimestamp//Timestamp ReplyTimestamp Reply、、 Address MaskAddress Mask

RequestRequest//ReplyReply に は対応し て お り ま せ ん 。に は対応し て お り ま せ ん 。

33）） Enet-LEnet-L の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対し て 、の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対し て 、 pingp ing コ マ ン ド を 送り 相手機器の 応答調コ マ ン ド を 送り 相手機器の 応答調

査も 可能で す 。査も 可能で す 。

詳細は第詳細は第 44 章コ マ ン ド と リ ザ ル ト 、章コ マ ン ド と リ ザ ル ト 、 44--33--66 を 参照し て く だ さ い 。を 参照し て く だ さ い 。
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Enet-LEnet-L は、は、 自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。

▼▼ イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先 MACMAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機 MACMAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

▼▼ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ンデ ス ト ネ ー シ ョ ン IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先 IP) IP) と 設定し た 自機と 設定し た 自機 IPIPア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

▼▼ TCPTCP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト No (No (送信先ポ ー ト送信先ポ ー ト No) No) と 設定し た 自機ポ ー トと 設定し た 自機ポ ー ト NoNo の 一致の 一致

ま た 、ま た 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル のプ ロ ト コ ル の SEQ NoSEQ No、、 ACK NoACK No の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な SEQ,ACKSEQ,ACK を 作成し て 出力し ま す 。を 作成し て 出力し ま す 。

例例)) IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポ ー ト 番号の 設定例ポ ー ト 番号の 設定例

下記の よ う な設定で 、下記の よ う な設定で 、 自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。

コ ネ ク シ ョ ン はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 設定さ れた ソ －ス ポ －トコ ネ ク シ ョ ン はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 設定さ れた ソ －ス ポ －ト NoNo毎に 行わ れ毎に 行わ れ

ま す 。ま す 。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

※※ Enet-LEnet-L が ホ ス ト 型で 動作の 場合は、が ホ ス ト 型で 動作の 場合は、 プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//3 PAGE3 PAGE のの mmmmI= ,I= ,

mmDP=mmDP= の 設定は必要あ り ま せ ん 。の 設定は必要あ り ま せ ん 。

自機自機 IPIP及び チ ャ ン ネ ル 毎に 設定の 自機ポ ー ト及び チ ャ ン ネ ル 毎に 設定の 自機ポ ー ト  ( (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) 宛に 開設要求を宛に 開設要求を 受受

信す れば開設を 行い 通信可能状態と なり ま す 。信す れば開設を 行い 通信可能状態と なり ま す 。

Enet-L

CHnソ ー ス ポ ー ト 番号:pppp

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス (装置固定)

自機IPア ド レ ス = 192.168.0.10

CH1ソ ー ス ポ ー ト 番号:4096

相手ポ ー ト 番号:5000

相手IPア ド レ ス :192.168.0.20

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス (装置固定)

自機IPア ド レ ス =192.168.0.20

相手ポ ー ト 番号:4096

自機ソ ー ス ポ ー ト 番号:5000

相手IPア ド レ ス :192.168.0.10

相手機器
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Enet-LEnet-L は、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、 ル ー タ 等が 発行す るル ー タ 等が 発行す る ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト にブ ロ ー ド キ ャ ス ト に

応答し ま す 。応答し ま す 。 ARPARP 応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す 。応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す 。

３ －２ 　３ －２ 　 A R PA R P に 対す る 応答に 対す る 応答

◆◆ Enet-LEnet-L か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

Enet-LEnet-L か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、 ３ つ の 方法が あ り ま す 。３ つ の 方法が あ り ま す 。

        ▼▼ 端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の OPENOPEN コ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

        ▼▼ 端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 接続端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 接続 (nnDR=mm (nnDR=mm又は又はnnCD=mmnnCD=mm

の 設定時の 設定時))

        ▼▼ Enet-LEnet-L の 電源投入時自動接続の 電源投入時自動接続 (nnPW=mmT (nnPW=mmT の 設定の 設定))

上記の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に よ り 、上記の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に よ り 、Enet-LEnet-Lは、は、SYNSYNパ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (開設要求パ ケ ッ開設要求パ ケ ッ

トト ) ) を 発行し て 開設要求手順を 実行し ま す 。を 発行し て 開設要求手順を 実行し ま す 。

こ の 際、こ の 際、相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 未取得の 場合は、相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 未取得の 場合は、ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト をブ ロ ー ド キ ャ ス ト を

発行し て 取得後に 、発行し て 取得後に 、 SYNSYN を 発行し ま す 。を 発行し ま す 。

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

相手機器か ら相手機器か ら SYNSYN パ ケ ッ ト 受信し た 場合、パ ケ ッ ト 受信し た 場合、 開設手順を 実行し ま す 。開設手順を 実行し ま す 。

11台の台の EthernetEthernet通信相手か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 受信し て 開設状態と なっ た通信相手か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 受信し て 開設状態と なっ た

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル は、 Enet-LEnet-L が ホ ス ト 型の 場合で も 別のが ホ ス ト 型の 場合で も 別の EthernetEthernet機器か ら の機器か ら の

開設要求は破棄さ れま す 。開設要求は破棄さ れま す 。

※※ ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、開設に 成功の 場合　 メ ッ セ ー ジ 又は制御線で 開設の 成功を 通知開設に 成功の 場合　 メ ッ セ ー ジ 又は制御線で 開設の 成功を 通知

しし て 、て 、 デ ー タ 通信状態と なり ま す 。デ ー タ 通信状態と なり ま す 。

※※ Enet-LEnet-L の １ つ の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、の １ つ の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、 開設中の チ ャ ン開設中の チ ャ ン

ネ ル に 対し て 他の 通信相手機器か ら の 開設要求は受け 付け ま せ ん 。ネ ル に 対し て 他の 通信相手機器か ら の 開設要求は受け 付け ま せ ん 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル と イ ー サ ネ ッ ト 通信相手は１ 対１ の 関係で す 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル と イ ー サ ネ ッ ト 通信相手は１ 対１ の 関係で す 。

※※ Enet-LEnet-L は通常ホ ス ト 型で 起動し 、は通常ホ ス ト 型で 起動し 、 相手機器よ り の相手機器よ り の TCPTCP//IPIP開設要求を 待ち ま す 。開設要求を 待ち ま す 。

ク ラ イ ア ン ト 型で 相手機器に 対し て 接続を 行う に は、ク ラ イ ア ン ト 型で 相手機器に 対し て 接続を 行う に は、 上記上記Enet-LEnet-Lか ら の コ ネ クか ら の コ ネ ク

シ ョ ン 開設の 手順を 行う 必要が あ り ま す 。シ ョ ン 開設の 手順を 行う 必要が あ り ま す 。

３ －３ 　３ －３ 　 TC PTC P//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 開設コ ネ ク シ ョ ン の 開設
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◆◆ Enet-LEnet-L か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了

Enet-LEnet-L か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 終了す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 終了す る に は、 ２ つ の 方法が あ り ま す 。２ つ の 方法が あ り ま す 。

        ▼▼ 端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の QUITQUITコ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

        ▼▼ 端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 終了端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 終了 (nnDR=mm or nnCD=mm (nnDR=mm or nnCD=mmのの

設定時設定時))

Enet-LEnet-Lは、は、FINFIN パ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (終了要求パ ケ ッ ト終了要求パ ケ ッ ト ) ) を 発行し て 終了手順を 実行し ま す 。を 発行し て 終了手順を 実行し ま す 。

正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、 タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。

タ イ ム ウ ェ イ ト 時間は、タ イ ム ウ ェ イ ト 時間は、 約１ 秒で す 。約１ 秒で す 。

こ の 間、こ の 間、 同じ 相手に 対し て同じ 相手に 対し て SYN (SYN (開設要求開設要求) ) を 発行す る 事は出来ま せ ん 。を 発行す る 事は出来ま せ ん 。

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了

相手機器か ら の相手機器か ら の FINFIN パ ケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行し ま す 。パ ケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行し ま す 。

ま た 、ま た 、相手機器よ り相手機器よ り RSTRSTパ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (強制終了パ ケ ッ ト強制終了パ ケ ッ ト ) ) を 受信の 場合も コ ネ ク シ ョを 受信の 場合も コ ネ ク シ ョ

ン を 終了し ま す 。ン を 終了し ま す 。

※※ ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、終了の 場合、終了の 場合、メ ッ セ ー ジ 又は制御線で コ ネ ク シ ョ ン の 終了を 通メ ッ セ ー ジ 又は制御線で コ ネ ク シ ョ ン の 終了を 通

知知し て 待機状態と なり ま す 。し て 待機状態と なり ま す 。

※※ Enet-LEnet-L は、は、 デ ー タ 再送タ イ ム ア ウ ト 時やデ ー タ 再送タ イ ム ア ウ ト 時や FINFIN パ ケ ッ ト の 再送タ イ ム ア ウ ト 時にパ ケ ッ ト の 再送タ イ ム ア ウ ト 時に

RSTRSTパ ケ ッ ト を 送出し て 待機状態と なり ま す 。パ ケ ッ ト を 送出し て 待機状態と なり ま す 。

３ －４３ －４   TCP  TCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了
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TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン が 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン が 開設中は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る コ マ ン ド 以外はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る コ マ ン ド 以外は

TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送出さ れま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送出さ れま す 。

TCPTCP//IPIP か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト 受信は、か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト 受信は、 そ のそ の デ ー タ 部分デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル にを シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に

送出し ま す 。送出し ま す 。

デー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パケ ッ ト 交換に 異常が発生し た 場合は、デー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パケ ッ ト 交換に 異常が発生し た 場合は、

送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。　 再送回数の 既定値を 越え て も 正常　 再送回数の 既定値を 越え て も 正常

に 復帰し ない 場合はに 復帰し ない 場合は RSTRSTパ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。パ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。

Enet-LEnet-L か らか ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

３ －５３ －５     デ ー タ の 伝送デ ー タ の 伝送

RS232C機器 相手機器Enet-L

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

@OPENmm

開設要求コ マ ン ド
相手MAC未取得の 場合

ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ARP

ARP 応答

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セ ー ジ

デ ー タ “ 1234567890”
デ ー タ “ 1234567890”

ACK

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”
デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

@QUIT

ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@CLOSE△COMPLETED

タ イ ム ウ エ イ ト (1秒)

LFCR

LFCR

LFCR

@ESTABLISHEDmm LFCR
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３ －７ 　３ －７ 　 U D PU D P

ICMP ECHOICMP ECHO 要求メ ッ セ ー ジ を 受信し た 場合、要求メ ッ セ ー ジ を 受信し た 場合、 要求送出元に要求送出元に ICMP ECHOICMP ECHO 応答メ ッ応答メ ッ

セ ー ジ を 返送し ま す 。セ ー ジ を 返送し ま す 。

ICMP ECHOICMP ECHO 要求メ ッ セ ー ジ を要求メ ッ セ ー ジ を Enet-LEnet-Lか ら 送信の 場合は、か ら 送信の 場合は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対

し てし て pingp ing コ マ ン ド をコ マ ン ド を 送信し ま す 。送信し ま す 。 ( (後述後述 [ [第４ 章コ マ ン ド と リ ザ ル ト第４ 章コ マ ン ド と リ ザ ル ト ] ] を 参照を 参照))

３ －６ 　３ －６ 　 I C M PI C M P

相手機器か ら相手機器か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

RS232C機器 相手機器Enet-L

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セ ー ジ

デ ー タ “ 1234567890”
デ ー タ “ 1234567890”

ACK

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

ACK

FIN

ACK

FIN

@CLOSE△COMPLETED LFCR

@ESTABLISHEDmm LFCR

ACK

UDPUDP は、は、 TCPTCP//IPIP の よ う なプ ロ ト コ ルの よ う なプ ロ ト コ ル  ( (受信確認受信確認) ) が 無く 、が 無く 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の み送受デ ー タ パ ケ ッ ト の み送受

信し ま す 。信し ま す 。 UDPUDP通信開設を 指定し た 時の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 受信デ ー タ は、通信開設を 指定し た 時の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 受信デ ー タ は、UDPUDPパパ

ケ ッ ト と し て 相手ア ド レ ス を 付加し て イ ー サ ネ ッ ト に 送出さ れま す 。ケ ッ ト と し て 相手ア ド レ ス を 付加し て イ ー サ ネ ッ ト に 送出さ れま す 。自機宛の自機宛の UDPUDP

パ ケ ッ ト はデ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出し ま す 。パ ケ ッ ト はデ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出し ま す 。 簡易的な 送受信の 為、簡易的な 送受信の 為、

相手が 正常に 受信し た か の チ ェ ッ ク は行い ま せ ん 。相手が 正常に 受信し た か の チ ェ ッ ク は行い ま せ ん 。UDPUDP通信を 使う 場合に はこ れら通信を 使う 場合に はこ れら

の 特徴を ふ ま え て シ ス テ ム 構築し て 下さ い 。の 特徴を ふ ま え て シ ス テ ム 構築し て 下さ い 。



2727

第３ 章　 伝送仕様に つ い て第３ 章　 伝送仕様に つ い て

例例))ア プ リ ケ ー シ ョ ン 側ア プ リ ケ ー シ ョ ン 側 ( (ユ ー ザ様作成ユ ー ザ様作成) ) に て デ ー タ を 受信し た ら デ ー タ と し て 受信確に て デ ー タ を 受信し た ら デ ー タ と し て 受信確

認の認の ACKACK 等を 返送す る 。等を 返送す る 。

ま た 、ま た 、Enet-LEnet-Lはデ フ ォ ル ト で ははデ フ ォ ル ト で は TCPTCP//IPIP通信待機状態と なっ て い ま す の で通信待機状態と なっ て い ま す の で UPDUPD通信通信

を 行う に は、を 行う に は、 コ マ ン ドコ マ ン ド  (@UDPmm  (@UDPmm LFCR  )  ) に よ りに よ り UDPUDP 通信状態に す る か ま た はプ ロ通信状態に す る か ま た はプ ロ

グ ラ ム モ ー ド 中の 設定でグ ラ ム モ ー ド 中の 設定で nnPW=mmUnnPW=mmU指定を 行っ た 状態で 起動する 必要が あ り ま す 。指定を 行っ た 状態で 起動する 必要が あ り ま す 。

３ －８ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －８ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

TCPTCP//IPIPあ る い はあ る い は UDPUDPが 開設中の 時、が 開設中の 時、 端末機器は、端末機器は、 Enet-LEnet-Lを 介し て 相手機器と の 間を 介し て 相手機器と の 間

で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。

◆◆ RS232CRS232C 機器か ら の デ ー タ は、機器か ら の デ ー タ は、 バ イ ト 単位でバ イ ト 単位で Enet-LEnet-L の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル が 受の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル が 受

信し ま す 。信し ま す 。 し か し 、し か し 、 Enet-LEnet-L か ら イ ー サ ネ ッ ト 機器へか ら イ ー サ ネ ッ ト 機器へ TCPTCP//IP (UDP) IP (UDP) で デ ー タ をで デ ー タ を

送信す る に は、送信す る に は、 パ ケ ッ ト 単位で 送出し ま す 。パ ケ ッ ト 単位で 送出し ま す 。 従っ て従っ て RS232CRS232C 機器よ り 受信の バ機器よ り 受信の バ

イ ト 単位の デ ー タ を パ ケ ッ ト と す るイ ト 単位の デ ー タ を パ ケ ッ ト と す る  ( (ひ と ま と めひ と ま と め ) ) 方法を方法を Enet-LEnet-Lに 指定す る 必要に 指定す る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。

パケ ッ ト の 区切り と し て ３ 種類の 方法が指定可能で す 。パケ ッ ト の 区切り と し て ３ 種類の 方法が指定可能で す 。こ れら はプ ロ グ ラ ム モ ーこ れら はプ ロ グ ラ ム モ ー

ド で 設定し ま す 。ド で 設定し ま す 。設定の 詳し い 方法は設定の 詳し い 方法は [1 [1--55　 設定項目の 解説　 設定項目の 解説] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ デ リ ミ タ コ ー ド の 指定デ リ ミ タ コ ー ド の 指定

デ ー タ 中に デ リ ミ タ コ ー ド に 指定し た コ ー ド を 検出し た 場合は、デ ー タ 中に デ リ ミ タ コ ー ド に 指定し た コ ー ド を 検出し た 場合は、そ れま で に 受信そ れま で に 受信

し た デ ー タ 列し た デ ー タ 列 ( (デ リ ミ タ コ ー ド を 含むデ リ ミ タ コ ー ド を 含む ) ) をを 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

デ リ ミ タ コ ー ド の 指定は、デ リ ミ タ コ ー ド の 指定は、 nnDEL=nnDEL= で 指定す る コ ー ドで 指定す る コ ー ド  (00h (00h ～～ FFh) FFh) で す 。で す 。

３ －８ －１ 　３ －８ －１ 　 R S232CR S232C 機器→機器→ E n e t-LE n e t-L →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送

例例))デ リ ミ タ をデ リ ミ タ を LF (0Ah) LF (0Ah) と し た 場合と し た 場合 (nnDEL= 0A) (nnDEL= 0A)

RS232C機器 相手機器Enet-L

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

12345

ABCDEF GHIJ
ABCDEF

GHIJ12345

LF
LF

LF
LF
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◆◆ タ イ ム ア ウ ト の 指定タ イ ム ア ウ ト の 指定

タ イ ム ア ウ ト 値が 指定し て あ る 場合は、タ イ ム ア ウ ト 値が 指定し て あ る 場合は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信が 一定時間シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信が 一定時間

以上途絶え る と 、以上途絶え る と 、 そ れま で に 受信の デ ー タ 列をそ れま で に 受信の デ ー タ 列を 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

例例))タ イ ム ア ウ ト 値をタ イ ム ア ウ ト 値を 0.500.50 と し た 場合と し た 場合 (nnDT=0.50) (nnDT=0.50)

※※ こ の 指定は、こ の 指定は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信デ ー タ が バイ ナ リ デ ー タ で 可変長の よシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信デ ー タ が バイ ナ リ デ ー タ で 可変長の よ

う な場合に 有効な指定と なり ま す 。う な場合に 有効な指定と なり ま す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が 規定を 越え る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が 規定を 越え る 場合

TCPTCP//IPIPで は、で は、 11 パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。 そ の 値は、そ の 値は、通通

常、常、 14601460 バ イ ト で す 。バ イ ト で す 。

Enet-LEnet-L の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が こ の 値に なる と 、の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が こ の 値に なる と 、 デ リ ミ タ 、デ リ ミ タ 、 タ イ ムタ イ ム

ア ウ ト の 設定に 関わ ら ず 、ア ウ ト の 設定に 関わ ら ず 、 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

RS232C機器 相手機器Enet-L

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

ABCDEF GHIJLF

12345 LF

12345 LF

ABCDEF GHIJLF
0.5sec受信なし

0.5sec受信なし

ご 注意ご 注意 デ リ ミ タ 設定、デ リ ミ タ 設定、 タ イ ム ア ウ ト 設定、タ イ ム ア ウ ト 設定、 最大パ ケ ッ ト 長最大パ ケ ッ ト 長 14601460 バ イ ト の 条件は、バ イ ト の 条件は、

OROR で 機能し ま す 。で 機能し ま す 。

◆◆ 相手機器か ら の 受信制限に つ い て相手機器か ら の 受信制限に つ い て

相手機器の 受信処理が 遅れが 有る 場合は、相手機器の 受信処理が 遅れが 有る 場合は、TCPTCP//IPIPパケ ッ ト に 制限す る 情報が 入りパケ ッ ト に 制限す る 情報が 入り

ま す 。ま す 。 こ の 場合、こ の 場合、 Enet-LEnet-L は、は、 シ リ ア ル 受信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。シ リ ア ル 受信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。

[3[3--99　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御] ] も 参照し て 下さ い 。も 参照し て 下さ い 。
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◆◆ 通常の 伝送通常の 伝送

　　 TCPTCP//IPIPの デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、そ の デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネそ の デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ

ル に 送出し ま す 。ル に 送出し ま す 。 デ リ ミ タデ リ ミ タ ・・ タ イ ム ア ウ ト に 関係なく 、タ イ ム ア ウ ト に 関係なく 、 TCPTCP//IPIP パ ケ ッ ト の デ ーパ ケ ッ ト の デ ー

タ 部分の みが 送出さ れま す 。タ 部分の みが 送出さ れま す 。

３ －８ －２ 　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→３ －８ －２ 　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→ Enet-LEnet-L →→ RS232CRS232C 機器へ の デ ー タ 伝送機器へ の デ ー タ 伝送

◆◆ フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御

　　 フ ロ ー 制御でフ ロ ー 制御で RS232CRS232C 機器へ の 送信が 停止の 場合、機器へ の 送信が 停止の 場合、 Enet-LEnet-L は、は、 シ リ ア ル チ ャ ンシ リ ア ル チ ャ ン

ネ ル 送信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す。ネ ル 送信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す。バッ フ ァ フ ル と なる と 古い 順に 上書きバッ フ ァ フ ル と なる と 古い 順に 上書き

を 行い ま す 。を 行い ま す 。従っ て デ ー タ の 一部が 消失し ま す 。従っ て デ ー タ の 一部が 消失し ま す 。イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ 転送速度イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ 転送速度

に 比べ て シ リ ア ル の 送信速度は非常に 遅い 為、に 比べ て シ リ ア ル の 送信速度は非常に 遅い 為、イ ー サ ネ ッ ト 側か ら 連続送信を 行イ ー サ ネ ッ ト 側か ら 連続送信を 行

う 場合に は、う 場合に は、デ ー タ 量と バ ッ フ ァ 容量、デ ー タ 量と バ ッ フ ァ 容量、シ リ ア ル 通信速度の 関係を 考慮す る 必要シ リ ア ル 通信速度の 関係を 考慮す る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。 も し 、も し 、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 送信停止状態が 続き 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 送信停止状態が 続き 、か つ 相手機器かか つ 相手機器か

ら の 受信が 多い と 、ら の 受信が 多い と 、TCPTCP//IPIPの 再送オ ー バ が発生し て コ ネ ク シ ョ ン が 切断さ れる 事の 再送オ ー バ が発生し て コ ネ ク シ ョ ン が 切断さ れる 事

が あ り ま す 。が あ り ま す 。 [3-9 [3-9　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御] ] も 参照し て 下さ い 。も 参照し て 下さ い 。

例例))

RS232C機器 相手機器Enet-L

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

12345

ABCDEF GHIJLF

LF

HEADER 12345 CRCLF

HEADER ABCDEF GHIJ CRCLF

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る デ ー タ 列が 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る デ ー タ 列が 、 コ マ ン ド と 一致す る 場合は、コ マ ン ド と 一致す る 場合は、 そ れま でそ れま で

の 受信デ ー タ を 無効と し て そ の コ マ ン ド の 指示す る 処理を 行い ま す 。の 受信デ ー タ を 無効と し て そ の コ マ ン ド の 指示す る 処理を 行い ま す 。

そ の 状態に 応じ て リ ザ ル ト を 返し ま す 。そ の 状態に 応じ て リ ザ ル ト を 返し ま す 。 終了コ マ ン ド終了コ マ ン ド  (@QUIT  (@QUIT LFCR  )  ) の 場合は、の 場合は、 正正

規の規の TCPTCP//IPIP 終了手順で コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。終了手順で コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

３ －８ －３ 　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザ ル ト３ －８ －３ 　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザ ル ト
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◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 以下の よ う な設定が 行わ れて い る 場合の 例プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 以下の よ う な設定が 行わ れて い る 場合の 例

nnDEL= 0AnnDEL= 0A

nnDT=0.50nnDT=0.50

COM=@COM=@

RMSG=ERMSG=E

IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10

1SP= A10C1SP= A10C

12I= 192.168.0.2012I= 192.168.0.20

12DP=B00112DP=B001　 　 　 相手機器の　 　 　 相手機器の IP,PORTIP,PORTが 対応し て い る 事。が 対応し て い る 事。

３ －８ －４３ －８ －４   TC P  TC P//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、 デ ー タ 伝送、デ ー タ 伝送、

コ ネ ク シ ョ ン 終了ま で の 例コ ネ ク シ ョ ン 終了ま で の 例

RS232C機器 相手機器Enet-L

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

@OPENmm

ACK

1460バイ ト の デ ー タ

ACK

ABCDEFGHIJ

ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@CLOSE△COMPLETED

1秒

LFCR

LFCR

SYN

SYN / ACK

@ESTABLISHEDmm LFCR

123 456LF
123 LF

ACK

を 含ま な いLF

456

ACK

ABCDEFGHIJ

を 含ま ないLF

1460バイ ト の デ ー タ

@QUIT LFCR

0.5秒間

開設コ マ ン ド

開設手順

開設成立

ま で を

相手機器へ

タ イ ム ア ウ ト で

相手機器へ

相手機器か ら

端末機器へ

終了コ マ ン ド

終了手順

タ イ ム ウ ェ イ ト

と な る

タ イ ム ウ ェ イ ト

終了

LF
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RTSRTS//CTSCTS ハ ー ド フ ロ ー 制御は、ハ ー ド フ ロ ー 制御は、 設定に 関係なく 、設定に 関係なく 、 常に 有効と なっ て い ま す 。常に 有効と なっ て い ま す 。

通信速度が 早い た め 、通信速度が 早い た め 、 CTSCTS で 相手機器の 送信可能を 、で 相手機器の 送信可能を 、 RTSRTS でで Enet-LEnet-L の 受信可能状の 受信可能状

態を 制御し て い ま す 。態を 制御し て い ま す 。

Enet-LEnet-L の 処理の 関係での 処理の 関係で RTSRTS を ビ ジ ーを ビ ジ ー  (Low)  (Low) と す る 事が あ り ま す 。と す る 事が あ り ま す 。

バ ッ フ ァ フ ル に なっ て もバ ッ フ ァ フ ル に なっ て も RTSRTSを 無視し て 送信す る 機器か ら の デ ー タ は、を 無視し て 送信す る 機器か ら の デ ー タ は、古い も の か古い も の か

ら 上書き さ れま す 。ら 上書き さ れま す 。

従っ て 、従っ て 、 デ ー タ 線の みの 接続で は、デ ー タ 線の みの 接続で は、 デ ー タ の 欠落が 発生す る 場合が あ り ま す 。デ ー タ の 欠落が 発生す る 場合が あ り ま す 。

RTSRTS 出力は、出力は、 起動時、起動時、 常に レ デ ィ常に レ デ ィ  (Hi)  (Hi) 状態で す 。状態で す 。

CTSCTS 入力を 未処理の ま ま と す る と 、入力を 未処理の ま ま と す る と 、 デ ー タ 送出を 行い ま せ ん 。デ ー タ 送出を 行い ま せ ん 。

３ －９ －２ 　３ －９ －２ 　 RTSRTS//C TSC TS フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御

Enet-LEnet-Lは、は、各シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 入力各シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 入力64K64K バ イ ト 、バ イ ト 、出力出力64K64K バ イ ト の バ ッ フ ァバ イ ト の バ ッ フ ァ

を 持ち ま す 。を 持ち ま す 。

こ の バ ッ フ ァ を 利用し て 異なる 通信手順の 同期を 取り ま す 。こ の バ ッ フ ァ を 利用し て 異なる 通信手順の 同期を 取り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 設定に よ り フ ロ ー 制御が 行え ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 設定に よ り フ ロ ー 制御が 行え ま す 。

設定方法は、設定方法は、 [ [１ －５ 　 設定項目の 説明１ －５ 　 設定項目の 説明] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

３ －９ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御３ －９ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御

1)1) 設定無効設定無効 (nnX=D)  (nnX=D) の 場合の 場合

XON (11h) XON (11h) 、、 XOFF (13h) XOFF (13h) コ ー ド は、コ ー ド は、 デ ー タ と し て 扱わ れま す 。デ ー タ と し て 扱わ れま す 。 Enet-LEnet-L が 制御が 制御

の た め にの た め に XONXON、、 XOFFXOFFコ ー ド を 出力す る こ と も 有り ま せ ん 。コ ー ド を 出力す る こ と も 有り ま せ ん 。 イ ー サ ネ ッ ト へ の 送イ ー サ ネ ッ ト へ の 送

信が 停止さ れた 後も 入力が 続き 、信が 停止さ れた 後も 入力が 続き 、入力バ ッ フ ァ が フ ル と なっ た 場合は古い デ ー タ入力バ ッ フ ァ が フ ル と なっ た 場合は古い デ ー タ

に 上書き さ れま す 。に 上書き さ れま す 。

2)2) 設定有効設定有効 (nnX=E)  (nnX=E) の 場合の 場合

▼▼ Enet-LEnet-L か ら 端末機器へ デ ー タ 送信の 場合の 制御か ら 端末機器へ デ ー タ 送信の 場合の 制御

端末機器か ら端末機器か ら XOFF (13h) XOFF (13h) コ ー ド を 受信す る と 、コ ー ド を 受信す る と 、 デ ー タ 送信を 停止し ま す 。デ ー タ 送信を 停止し ま す 。

端末機器か ら端末機器か ら XON (11h) XON (11h) コ ー ド を 受信す る と 、コ ー ド を 受信す る と 、 デ ー タ 送信を 再開し ま す 。デ ー タ 送信を 再開し ま す 。

▼▼ イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れ、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れ、 入力バ ッ フ ァ に 蓄積し た 場合入力バ ッ フ ァ に 蓄積し た 場合

入力バ ッ フ ァ の 受信バ ッ フ ァ の 空き が入力バ ッ フ ァ の 受信バ ッ フ ァ の 空き が 11//44 程度に なる と程度に なる と XOFF (13h) XOFF (13h) コ ー ド を 送コ ー ド を 送

出し て 端末機器に 送信停止を 知ら せ ま す 。出し て 端末機器に 送信停止を 知ら せ ま す 。イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 再開さ れ、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 再開さ れ、受受

信バ ッ フ ァ の 空き が信バ ッ フ ァ の 空き が 33//44程度に なる と程度に なる と XON (11h) XON (11h) コ ー ド を 送出し て 端末機器へ 再コ ー ド を 送出し て 端末機器へ 再

開可能を 知ら せ ま す 。開可能を 知ら せ ま す 。

３ －９ －１ 　３ －９ －１ 　 XO NXO N //XO FFXO FF フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御
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  第４ 章第４ 章　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト

４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト

コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列 +  +  コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列 ( +   ( +  テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号) ) LFCR

例例)) @OPEN12 @OPEN12 LFCR  ( (テ ー ブ ルテ ー ブ ル 1212 番と番と TCPTCP//IPIP 開設す る開設す る ))

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の COM=COM= で 設定変更可能な文字列で 設定変更可能な文字列で す 。で す 。

デ フ ォ ル ト は、デ フ ォ ル ト は、 ＠＠ (40h) 1 (40h) 1 文字で す 。文字で す 。

デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。

◆◆ コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列

Enet-LEnet-L に 指示を 与え る コ マ ン ド で す 。に 指示を 与え る コ マ ン ド で す 。

◆◆ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM に 設定出来るに 設定出来る 1818個の う ち 、個の う ち 、対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号

を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

一部の コ マ ン ド に 必要で す 。一部の コ マ ン ド に 必要で す 。

番号は番号は 11 ～～ 1818 の 数値で す 。の 数値で す 。   ((11 ～～ 99 番で は番で は 0101 等で も 可等で も 可))

◆◆ LFCR

コ マ ン ド の デ リ ミ タ で す 。コ マ ン ド の デ リ ミ タ で す 。

CR  ( (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ：： 0Dh) 0Dh) とと   LF  ( (ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ：： 0Ah) 0Ah) を 必ず 最後に 付けを 必ず 最後に 付け

ま す 。ま す 。

４ －１ －１ 　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト４ －１ －１ 　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト

※※ コ マ ン ド 文字列は大文字で も 小文字で も 同様に 動作し ま す 。コ マ ン ド 文字列は大文字で も 小文字で も 同様に 動作し ま す 。

※※ コ マ ン ド は各チ ャ ン ネ ル 毎に 実行可能で す 。コ マ ン ド は各チ ャ ン ネ ル 毎に 実行可能で す 。但し 、但し 、PROGPROG コ マ ン ド はチ ャ ン ネ ルコ マ ン ド はチ ャ ン ネ ル

11 の み有効で す 。の み有効で す 。
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リ ザ ル ト は、リ ザ ル ト は、 次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字＋リ ザ ル ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字＋リ ザ ル ト 文字列 ( (＋テ ー ブ ル 番号＋テ ー ブ ル 番号))

例例)) @ESTABLISHED12 @ESTABLISHED12 LFCR  ( (テ ー ブ ルテ ー ブ ル 1212 番の 相手機器と番の 相手機器と TCPTCP//IPIP 開設が 成功開設が 成功))

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字

＠＠ (40h) 1 (40h) 1 文字固定で す 。文字固定で す 。 デ ー タ と の 識別の 為付加し ま す 。デ ー タ と の 識別の 為付加し ま す 。

◆◆ リ ザ ル ト 文字列リ ザ ル ト 文字列

コ マ ン ド 実行の 結果、コ マ ン ド 実行の 結果、 発生し た 状況を 返し ま す 。発生し た 状況を 返し ま す 。

◆◆ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号

対象と なる 相手の テ ー ブ ル 番号と なり ま す 。対象と なる 相手の テ ー ブ ル 番号と なり ま す 。

一部の リ ザ ル ト に 付加さ れま す 。一部の リ ザ ル ト に 付加さ れま す 。

番号は、番号は、 0101 ～～1818 の 数値で す 。の 数値で す 。  (2 (2 桁と なる桁と なる ))

◆◆ LFCR

リ ザ ル ト の デ リ ミ タ で す 。リ ザ ル ト の デ リ ミ タ で す 。

CR  ( (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ：： 0Dh) 0Dh) とと   LF   ((ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ：： 0Ah) 0Ah) が 最後に 付き ま す 。が 最後に 付き ま す 。

※※ リ ザ ル ト はコ マ ン ド 実行チ ャ ン ネ ル に 返送さ れま す 。リ ザ ル ト はコ マ ン ド 実行チ ャ ン ネ ル に 返送さ れま す 。

４ －１ －２ 　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト４ －１ －２ 　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト

コ マ ン ド 無効コ マ ン ド 無効

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で COM=  COM=  LFCR   と する と 全チ ャ ン ネ ル コ マ ン ド 無効と なり ま す 。と する と 全チ ャ ン ネ ル コ マ ン ド 無効と なり ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 全て の コ マ ン ド が 無効と なり 、全て の コ マ ン ド が 無効と なり 、 デ ー タ と し て 扱わ れま す 。デ ー タ と し て 扱わ れま す 。

コ マ ン ド で の コ ネ ク シ ョ ン の 開設、コ マ ン ド で の コ ネ ク シ ョ ン の 開設、 終了も 出来なく なり ま す 。終了も 出来なく なり ま す 。

自動開設ま た は制御線に よ る 開設以外は相手か ら の 開設要求待ち と なり ま す 。自動開設ま た は制御線に よ る 開設以外は相手か ら の 開設要求待ち と なり ま す 。

リ ザ ル ト 無効リ ザ ル ト 無効

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で RMSG=D RMSG=D LFCR   と す る とと す る と OPEN,QUIT,UDPOPEN,QUIT,UDPに 対す る リ ザ ル トに 対す る リ ザ ル ト

がが RS232CRS232C 機器へ 送出さ れなく なり ま す 。機器へ 送出さ れなく なり ま す 。

後述、後述、 44--22--22 リ ザ ル ト 一覧に 記述さ れて い る リ ザ ル ト が 送出さ れなく なり ま す 。リ ザ ル ト 一覧に 記述さ れて い る リ ザ ル ト が 送出さ れなく なり ま す 。

そ の 他の リ ザ ル ト に つ い てそ の 他の リ ザ ル ト に つ い て

例例)) STAT,PING,SYSLOG,PS,DATESTAT,PING,SYSLOG,PS,DATE コ マ ン ド に 対す る リ ザ ル ト は返送さ れま す 。コ マ ン ド に 対す る リ ザ ル ト は返送さ れま す 。

こ れを 停止す る に はコ マ ン ド 無効と し ま す 。こ れを 停止す る に はコ マ ン ド 無効と し ま す 。

４ －１ －３ 　 コ マ ン ド 、４ －１ －３ 　 コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト 無効リ ザ ル ト 無効
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※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を mmmm で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

４ －２ 　 コ マ ン ド４ －２ 　 コ マ ン ド ・・ リ ザ ル ト 一覧リ ザ ル ト 一覧

４ －２ －１ 　 コ マ ン ド 一覧４ －２ －１ 　 コ マ ン ド 一覧

コ マ ン ド 意　 味 項番

@OPENmm テ ー ブ ル mm番と TCP / IP開設する 4-3-1

@UDPmm テ ー ブ ル mm番と UDP開設する 4-3-2

@QUIT TCP / IPあ る い はUDPを 終了する 4-3-3

@STAT 状態を 調べ る 4-3-4

@PROG プ ロ グ ラ ム モ ー ド に入る 4-3-5

@PING△nnn.nnn.nnn.nnn
nnnで 指定し た 相手IPに 対し て ICMP ECHO
要求を 送出

4-3-6

@PS タ ス ク の 状態を 返送する 4-3-7

@day△yyyy/mm/dd
シ ス テ ム 日付の 設定 yyyy:西暦 mm:月 dd :
日で 指定

4-3-8

@time△hh:mm:ss シ ス テ ム 時刻の 設定 hh:時間 mm:分 ss:秒 4-3-9

@date 現在の シ ス テ ム 日付／時刻を 返送する 4-3-10

@syslog シ ス テ ム 情報を 返送する 4-3-11

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR
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４ －２ －２ 　 リ ザ ル ト 一覧４ －２ －２ 　 リ ザ ル ト 一覧

※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を mmmm で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

△はス ペ ー ス で す 。△はス ペ ー ス で す 。

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

リ ザ ル ト 意　 味 関連項番

@ESTABLISHEDmm
テ ー ブ ル mm番と TCP / IP開設
成立

4-3-1, 4-4-1

@ESTABLISHED nnn.nnn.nnn.nnn:ppppp
nnnの 相手IP,pppの 相手
PORT NOか ら TCP / IP開設さ
れた

4-3-1, 4-4-1

@OPENINGmm 既に 開設中 4-3-1

@OPEN△ERROR 条件不足に よ る 開設失敗 4-3-1

@CONNECTION TIMEOUT TCP / IP開設の 失敗 4-3-1

@WAITING
開設中／切断中に 再度開設／
切断を 試行し た

4-3-1, 4-3-3

@TIMEOVER 相手応答無し で タ イ ム ア ウ ト 4-4-2

@CLOSE△COMPLETED 完全に 未開設状態 4-3-3, 4-4-6

@CONNECTION△RESET RSTを 送信し て 終了し た 4-4-2

@UDP△ON
テ ー ブ ル mm番と UDPを 開設
し た

4-3-2

@UDP△OFF UDPを 終了し た 4-3-3

@TELNET△Log in
Telnet Log in中の 為実行出来
ない

4-3-5

@LINK DOWN
開設要求コ マ ン ド 発行時LINK
DOWN検出

4-3-1, 4-3-2
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こ こ で は、こ こ で は、 コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を デ フ ォ ル ト の 、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を デ フ ォ ル ト の 、 @@ で 説明し て い ま す 。で 説明し て い ま す 。 変更し変更し

た 場合は、た 場合は、 @@ を 読み変え て 下さ い 。を 読み変え て 下さ い 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を す べ て番号部分を す べ て mmmm で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明

４ －３ －１ 　 テ ー ブ ル４ －３ －１ 　 テ ー ブ ル m mm m 番と番と TC PTC P//IPIP 開設を す る開設を す る

@ OPENmm @ OPENmm LFCR   (mm(mm は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号))

◆◆ 本コ マ ン ド 実行時に本コ マ ン ド 実行時に Ethernet LINKEthernet LINK が 断の 場合は、が 断の 場合は、 下記メ ッ セ ー ジ を 送出し て コ下記メ ッ セ ー ジ を 送出し て コ

マ ン ド 処理をマ ン ド 処理を 中止し ま す 。中止し ま す 。 ( (ケ －ブ ル やケ －ブ ル や HUBHUBを 確認し ま す 。を 確認し ま す 。))

　　 @LINK DOWN @LINK DOWN LFCR

◆◆ 正常時の 動作正常時の 動作

　　 SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行し て 開設手順を 実行し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 開設手順を 実行し ま す 。通常は、通常は、直ち に 相手が 応答し て直ち に 相手が 応答し て

開設が 成立し ま す 。開設が 成立し ま す 。

　　 @ESTABLISHEDmm @ESTABLISHEDmm LFCR   を 返し ま す 。を 返し ま す 。

　　 LED CONNECTLED CONNECTが 点灯し デ ー タ 伝送可能状態と なり ま す 。が 点灯し デ ー タ 伝送可能状態と なり ま す 。

◆◆ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合

　　 ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得後、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得後、正常時の正常時の

動作と なり ま す 。動作と なり ま す 。

　　 ARPARP 応答が ない 場合、応答が ない 場合、 @CONNECTION TIMEOUT @CONNECTION TIMEOUT LFCR   を 返送し て 失敗を 知ら せを 返送し て 失敗を 知ら せ

ま す 。ま す 。

◆◆ 相手が 応答し ない 場合。相手が 応答し ない 場合。

　　 SYNSYN パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。  (3 (3 秒間隔で秒間隔で 44 回）回）

　　 再送終了後、再送終了後、 相手よ り 応答が ない 場合は、相手よ り 応答が ない 場合は、 @CONNECTION TIMEOUT @CONNECTION TIMEOUT LFCR   を 返を 返

送し て 失敗を 知ら せ ま す 。送し て 失敗を 知ら せ ま す 。

◆◆ 必要な設定が 不足の 場合必要な設定が 不足の 場合

　　 @OPEN ERROR @OPEN ERROR LFCR   を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

　　 必要な条件は、必要な条件は、 IP= ,nnSP= ,mmI= ,mmDP=IP= ,nnSP= ,mmI= ,mmDP= で す 。で す 。 　 確認し て 下さ い 。　 確認し て 下さ い 。

◆◆ 開設中の 場合開設中の 場合

　　 TCPTCP//IPIPが 既に 開設中の 場合は、が 既に 開設中の 場合は、@OPENING @OPENING LFCR   を 返し て 、を 返し て 、開設中を 通知し ま す 。開設中を 通知し ま す 。

　　 UDPUDP で 開設中の 場合は、で 開設中の 場合は、 @UDP ON @UDP ON LFCR   を 返し て 、を 返し て 、 開設中を 通知し ま す 。開設中を 通知し ま す 。
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４ －３ －２ 　 テ ー ブ ル４ －３ －２ 　 テ ー ブ ル m mm m 番と番と U D PU D P 開設を す る開設を す る

@ UDPmm @ UDPmm LFCR  (mm (mm は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号))

◆◆ 本コ マ ン ド 実行時に本コ マ ン ド 実行時に Ethernet LINKEthernet LINK が 断の 場合は、が 断の 場合は、 下記メ ッ セ ー ジ を 送出し て コ下記メ ッ セ ー ジ を 送出し て コ

マ ン ド 処理を 中止し ま す 。マ ン ド 処理を 中止し ま す 。 ( (ケ －ブ ル やケ －ブ ル や HUBHUBを 確認し ま す 。を 確認し ま す 。))

@LINK DOWN@LINK DOWN LFCR

◆◆ 正常時の 動作正常時の 動作

　　 @UDP@UDP △△ ONmm ONmm LFCR   を 返し 、を 返し 、 開設さ れた 事を 知ら せ ま す 。開設さ れた 事を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 点灯し ま す 。が 点灯し ま す 。

◆◆ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合

　　 ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得後、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得後、正常時の正常時の

動作と なり ま す 。動作と なり ま す 。

◆◆ 必要な設定が 不足の 場合必要な設定が 不足の 場合

　　 @OPEN ERROR @OPEN ERROR LFCR   を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

　　 必要な条件は、必要な条件は、 IP= ,nnSP= ,mmI= ,mmDP=IP= ,nnSP= ,mmI= ,mmDP= で す 。で す 。 　 確認し て 下さ い 。　 確認し て 下さ い 。

◆◆ 開設中の 場合開設中の 場合

　　 TCPTCP//IPIPが 既に 開設中の 場合は、が 既に 開設中の 場合は、@OPENING @OPENING LFCR   を 返し て 、を 返し て 、開設中を 通知し ま す 。開設中を 通知し ま す 。

　　 UDPUDP で 開設中の 場合は、で 開設中の 場合は、 @UDP ON @UDP ON LFCR   を 返し て 、を 返し て 、 開設中を 通知し ま す 。開設中を 通知し ま す 。

４ －３ －３ 　４ －３ －３ 　 TC PTC P//IPIP あ る い はあ る い は U DPU DP を 終了す るを 終了す る

@ QU IT @ QU IT LFCR

◆◆ コ マ ン ド を 実行し た チ ャ ン ネ ル が 終了の 対象と なり ま す 。コ マ ン ド を 実行し た チ ャ ン ネ ル が 終了の 対象と なり ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP の 正常終了の 正常終了

　　 FINFIN パ ケ ッ ト を 発行し て 終了手順を 開始し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 終了手順を 開始し ま す 。 　　

　　 通常は直ち に 相手が 応答し て 終了し ま す 。通常は直ち に 相手が 応答し て 終了し ま す 。

　　 @CLOSE COMPLETED @CLOSE COMPLETED LFCR   を 返し て コ ネ ク シ ョ ン の 切断を 通知し ま す 。を 返し て コ ネ ク シ ョ ン の 切断を 通知し ま す 。

　　 LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。 ( (他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合))

◆◆ FINFIN に 対し て 相手の 応答が 無い 場合に 対し て 相手の 応答が 無い 場合

　　 時間間隔を 変え て時間間隔を 変え て FINFIN を 再送し ま す 。を 再送し ま す 。

　　 再再送終了後も 相手か ら 応答がなけ れば送終了後も 相手か ら 応答がなけ れば RSTRSTパケ ッ ト を 送出し て 開設を 切断し ま す。パケ ッ ト を 送出し て 開設を 切断し ま す。

　　 @CLOSE COMPLETED @CLOSE COMPLETED LFCR   を 返し て コ ネ ク シ ョ ン の 切断を 通知し ま す 。を 返し て コ ネ ク シ ョ ン の 切断を 通知し ま す 。

　　 LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。 ( (他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合))

◆◆ UDPUDP の 終了の 終了

　　 @UDP OFF @UDP OFF LFCR   を 返し て 、を 返し て 、 終了を 知ら せ ま す 。終了を 知ら せ ま す 。

　　 LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。 ( (他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合))
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４ －３ －５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る４ －３ －５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る

４ －３ －６ 　 設定し た 相手機器に 対し て 通信テ ス ト を 実行す る４ －３ －６ 　 設定し た 相手機器に 対し て 通信テ ス ト を 実行す る

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中は実行出来ま せ ん 。中は実行出来ま せ ん 。

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る こ と が 出来ま せ ん 。中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る こ と が 出来ま せ ん 。

@ PROG  @ PROG  LFCR

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ルシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 11 の み有効なコ マ ン ド で す 。の み有効なコ マ ン ド で す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 通信条件は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 通信条件は、 こ の コ マ ン ド を 実行時と 同じ で す 。こ の コ マ ン ド を 実行時と 同じ で す 。

詳細は詳細は [ [第第 11 章　 通信を 行う 前の 準備章　 通信を 行う 前の 準備] ] の 通信条件の 設定を 参照し て 下さ い 。の 通信条件の 設定を 参照し て 下さ い 。

@ PING  nnn .nnn .nnn .nnn  @ PING  nnn .nnn .nnn .nnn  LFCR

nnnnnn で 指定し た 相手で 指定し た 相手 IPIP に 対し てに 対し て ICMP ECHOICMP ECHO 要求パ ケ ッ ト を 送信し ま す 。要求パ ケ ッ ト を 送信し ま す 。

テ ス ト 結果を 返送し ま す 。テ ス ト 結果を 返送し ま す 。 　　 返送の 形式は以下と なり ま す 。返送の 形式は以下と なり ま す 。

相手が 応答時相手が 応答時

32 bytes from 192.168.0.77: icmp_ seq =  1, time =  2 ms32 bytes from 192.168.0.77: icmp_ seq =  1, time =  2 ms

32 bytes from 192.168.0.77: icmp_ seq =  2, time =  1 ms32 bytes from 192.168.0.77: icmp_ seq =  2, time =  1 ms

32 bytes from 192.168.0.77: icmp_ seq =  3, time =  2 ms32 bytes from 192.168.0.77: icmp_ seq =  3, time =  2 ms

応答無し の 時応答無し の 時

Error: No answerError: No answer

４ －３ －４ 　 状態を 調べ る４ －３ －４ 　 状態を 調べ る

CH1 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.011:5001CH1 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.011:5001

CH2 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.022:5002CH2 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.022:5002

CH3 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.033:5003CH3 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.033:5003

CH4 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.044:5004CH4 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.044:5004

CH5 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.055:5005CH5 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.055:5005

CH6 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.066:5006CH6 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=ESTABLISHED 192.168.000.066:5006

CH7 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=CLOSEDCH7 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=CLOSED

CH8 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=CLOSEDCH8 RTS=ON CTS=ON DTR=ON DSR=ON CD=OF / ETH=CLOSED

@ STAT @ STAT LFCR

こ の コ マ ン ド に 対し てこ の コ マ ン ド に 対し て Enet-LEnet-L の 状態を リ ザ ル ト と し て 返し ま す 。の 状態を リ ザ ル ト と し て 返し ま す 。

リ ザ ル ト は以下の よ う な形式で 返送さ れま す 。リ ザ ル ト は以下の よ う な形式で 返送さ れま す 。

※※ CHCH 毎に 制御線の 状態毎に 制御線の 状態 (ON:Ready,OF:Busy) (ON:Ready,OF:Busy)

EthernetEthernetの 状態の 状態 (ESTABLISHED:TCP (ESTABLISHED:TCP//IPIP開設中、開設中、UDP ON:UDPUDP ON:UDP開設中開設中  開設中の 相開設中の 相

手手 IP:PORTIP:PORT、、 CLOSED:CLOSED:待機状態待機状態) ) を 返送し ま す 。を 返送し ま す 。
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４ －３ －７ 　 タ ス ク の 状態を 見る４ －３ －７ 　 タ ス ク の 状態を 見る

@ PS @ PS LFCR

現在起動し て い る現在起動し て い る TASKTASK の 状態を 返送し ま す 。の 状態を 返送し ま す 。

TID:  1 MAIN_ TASKTID:   1 MAIN_ TASK PRI:PRI: 8 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP 8 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP LFCR

TID:  2 SIO_ RX_ TASK1TID:  2 SIO_ RX_ TASK1 PRI:PRI: 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP LFCR

TID:  4 SIO_ RX_ TASK2TID:  4 SIO_ RX_ TASK2 PRI:PRI: 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP LFCR

TID:  6 SIO_ RX_ TASK3TID:  6 SIO_ RX_ TASK3 PRI:PRI: 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP LFCR

TID:  8 SIO_ RX_ TASK4TID:  8 SIO_ RX_ TASK4 PRI:PRI: 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP 5 STK:12288 WAIT-TTW_ SLP LFCR

                 :                 :   　　  : :

  ↑　 　 　 ↑　 　 　 　 　↑　 　 　 ↑　 　 　 　 　     ↑　 　 　 　 ↑　 　 　 　 ↑↑　 　 　 　 ↑　 　 　 　 ↑

 ID     ID    　　 TASKTASK 名名        　 　 優先度　 　 サ イ ズ 　　 　 優先度　 　 サ イ ズ 　  TASK TASK状態状態

４ －３ －８ 　 シ ス テ ム 年月日の 設定４ －３ －８ 　 シ ス テ ム 年月日の 設定

@ DAY@ DAY △△ YYYYYYYY//MMMM //DD DD LFCR

Enet-LEnet-L は、は、 リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク を 搭載し て い ま す 。リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク を 搭載し て い ま す 。

電源投入時毎に 必要に 応じ て 西暦で 設定を 行い ま す 。電源投入時毎に 必要に 応じ て 西暦で 設定を 行い ま す 。

※注※注 バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ が 行わ れない 為、バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ が 行わ れない 為、 電源投入毎に シ ス テ ム 日付が電源投入毎に シ ス テ ム 日付が

00000000//0000//0000と なり ま す 。と なり ま す 。当然プ ロ グ ラ ム モ －ド 終了時に当然プ ロ グ ラ ム モ －ド 終了時に REBOOTREBOOTを 選択のを 選択の

場合も 同様で す 。場合も 同様で す 。

設定が 成功す る と 設定し た 年月日が 返送さ れま す 。設定が 成功す る と 設定し た 年月日が 返送さ れま す 。

４ －３ －９ 　 シ ス テ ム 時刻の 設定４ －３ －９ 　 シ ス テ ム 時刻の 設定

@ TIM E@ TIM E △△ HH :M M :SS HH :M M :SS LFCR

Enet-LEnet-L は、は、 リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク を 搭載し て い ま す 。リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク を 搭載し て い ま す 。

電源投入時毎に 必要に 応じ て 設定を 行い ま す 。電源投入時毎に 必要に 応じ て 設定を 行い ま す 。

※注※注 バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ が 行わ れ な い 為、バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ が 行わ れ な い 為、 電源投入毎に シ ス テ ム 時刻が電源投入毎に シ ス テ ム 時刻が

00:00:0000:00:00 と なり ま す 。と なり ま す 。 当然プ ロ グ ラ ム モ －ド 終了時に当然プ ロ グ ラ ム モ －ド 終了時に REBOOTREBOOTを 選択の 場を 選択の 場

合も 同様で す 。合も 同様で す 。

設定が 成功す る と 設定し た 時刻が 返送さ れま す 。設定が 成功す る と 設定し た 時刻が 返送さ れま す 。
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@ SYSLOG  @ SYSLOG  LFCR

Enet-LEnet-L はシ ス テ ム ロ グ を メ モ リ 上に 保存し ま す 。はシ ス テ ム ロ グ を メ モ リ 上に 保存し ま す 。

※※注注 バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ が 行わ れない 為、バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ が 行わ れない 為、 電源投入毎に ク リ ア さ れま す 。電源投入毎に ク リ ア さ れま す 。

シ ス テ ム ロ グ はリ ン グ バ ッ フ ァ 構造と なっ て お り 古い 順に 消去さ れま す 。シ ス テ ム ロ グ はリ ン グ バ ッ フ ァ 構造と なっ て お り 古い 順に 消去さ れま す 。

ロ グ 保存はロ グ 保存は 5050 行分で す 。行分で す 。

0000 000000 00//00 00:00:00:020 CH0 HOST AUTO 00 00:00:00:020 CH0 HOST AUTO rep idrep id  =  2  =  2 LFCR

0001 000001 00//00 00:00:00:020 CH0 HOST AUTO cep id  =  2 00 00:00:00:020 CH0 HOST AUTO cep id  =  2 LFCR

0002 000002 00//00 00:00:00:020 Telnet:WAIT FOR CONNECT 00 00:00:00:020 Telnet:WAIT FOR CONNECT LFCR

0003 000003 00//00 00:00:22:146 CEPID=10 00 00:00:22:146 CEPID=10 LFCR

0004 000004 00//00 00:00:22:173 CEPID=09 00 00:00:22:173 CEPID=09 LFCR

0005 000005 00//00 00:00:27:777 CEPID=08 00 00:00:27:777 CEPID=08 LFCR

0006 000006 00//00 00:00:27:805 CEPID=07 00 00:00:27:805 CEPID=07 LFCR

0007 000007 00//00 00:02:17:513 CEPID=06 00 00:02:17:513 CEPID=06 LFCR

0008 000008 00//00 00:02:17:537 CEPID=05 00 00:02:17:537 CEPID=05 LFCR

  ↑　 　 ↑　 　 　↑　 　 ↑　 　 　   ↑　 　↑　 　         　 ↑　 ↑

logNo logNo 日付日付        　 時刻　 　　 時刻　 　  log log 内容内容

４ －３ －１ １ 　 シ ス テ ム ロ グ の 応答４ －３ －１ １ 　 シ ス テ ム ロ グ の 応答

４ －３ －１ ０ 　 シ ス テ ム 年月日／時刻の 応答４ －３ －１ ０ 　 シ ス テ ム 年月日／時刻の 応答

@ DATE @ DATE LFCR

現在の シ ス テ ム 年月日／時刻を 以下の よ う な形式で 返送し ま す 。現在の シ ス テ ム 年月日／時刻を 以下の よ う な形式で 返送し ま す 。

20032003//0606//18 01:05:0318 01:05:03
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４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の 原因に よ る 事象４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の 原因に よ る 事象

４ －４ －１ 　 相手機器か ら の４ －４ －１ 　 相手機器か ら の SYNSYN パ ケ ッ ト の 受信パ ケ ッ ト の 受信

Enet-LEnet-L は、は、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 異なる ソ ー ス ポ ー ト 番号が 設定さ れて お り 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎に 異なる ソ ー ス ポ ー ト 番号が 設定さ れて お り 、

ソ ー ス ポ ー ト が 非開設状態か つソ ー ス ポ ー ト が 非開設状態か つ nnDR=mm or nnCD=mm or nnPW=mmXnnDR=mm or nnCD=mm or nnPW=mmX等の ク ラ イ等の ク ラ イ

ア ン ト 動作で の 起動が 設定さ れて い ない 場合は、ア ン ト 動作で の 起動が 設定さ れて い ない 場合は、TCP/IPTCP/IPホ ス ト 型で 開設要求を 待っホ ス ト 型で 開設要求を 待っ

て い ま す 。て い ま す 。

Enet-LEnet-L に 設定さ れたに 設定さ れた IPIP ア ド レ ス 及び シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎の ソ ー ス ポ ー ト 宛にア ド レ ス 及び シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎の ソ ー ス ポ ー ト 宛に

SYNSYN を 受信す る と 開設を 行い ま す 。を 受信す る と 開設を 行い ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//3PAGE3PAGE で 設定の 通信相手で 設定の 通信相手 IP,IP, ポ ー ト 番号に 登録さ れポ ー ト 番号に 登録さ れ

て い ない 相手で も 開設さ れま す 。て い ない 相手で も 開設さ れま す 。

開設が 成功す る と 下記の 形式で 成功の メ ッ セ ー ジ を 該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 送信開設が 成功す る と 下記の 形式で 成功の メ ッ セ ー ジ を 該当シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 送信

し ま す 。し ま す 。

通信相手が 相手テ ー ブ ル に 登録の 場合通信相手が 相手テ ー ブ ル に 登録の 場合：：

@ESTABLISHEDmm @ESTABLISHEDmm LFCR  mm: mm:はテ ー ブ ル 番号はテ ー ブ ル 番号

通信相手が 相手テ ー ブ ル 未登録の 場合通信相手が 相手テ ー ブ ル 未登録の 場合：：

@ESTABLISHED nnn.nnn.nnn.nnn:ppppp@ESTABLISHED nnn.nnn.nnn.nnn:ppppp

nnnnnn は相手は相手 IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 pppppppppp は相手ポ ー ト 番号は相手ポ ー ト 番号

４ －４ －３ 　 相手機器か ら４ －４ －３ 　 相手機器か ら RST (RST (リ セ ッ ト パ ケ ッ トリ セ ッ ト パ ケ ッ ト ) ) を 受信し た 場合を 受信し た 場合

４ －４ －２ 　４ －４ －２ 　 Enet-LEnet-L か らか ら TC PTC P//IPIP へ の 伝送が 不可能な 場合へ の 伝送が 不可能な 場合

再送間隔時間を 変え て デ ー タ パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。再送間隔時間を 変え て デ ー タ パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。

再送終了再送終了 ( (約約1212分分) ) でで RST (RST (リ セ ッ ト パ ケ ッ トリ セ ッ ト パ ケ ッ ト ) ) を 発行し てを 発行し て TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン を 強コ ネ ク シ ョ ン を 強

制終了し ま す 。制終了し ま す 。

@CONNECTION@CONNECTION △△ RESET RESET LFCR   を 送り 、を 送り 、 TCPTCP//IPIP 開設終了を 知ら せ ま す 。開設終了を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。 ( (他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合))

@CLOSE@CLOSE △△ COMPLETED COMPLETED LFCR   を 送り 、を 送り 、 TCPTCP//IPIP 開設終了を 知ら せ ま す 。開設終了を 知ら せ ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。 ( (他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合他の チ ャ ン ネ ル が 全て 未開設の 場合))
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４ －４ －４ 　４ －４ －４ 　 A R PA R P ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合

４ －４ －５ 　４ －４ －５ 　 I C M PI C M P パ ケ ッ ト の 受信パ ケ ッ ト の 受信

４ －４ －６ 　 相手機器よ り４ －４ －６ 　 相手機器よ り FIN  (F IN  (切断要求パ ケ ッ ト切断要求パ ケ ッ ト ) ) を 受信し た 場合を 受信し た 場合

自機宛の 場合は、自機宛の 場合は、 自動的に 応答を 行い ま す 。自動的に 応答を 行い ま す 。

こ の 際、こ の 際、リ ザ ル ト を 返す 事はあ り ま せ ん 。リ ザ ル ト を 返す 事はあ り ま せ ん 。 ( (全て 自動で 処理し ま す 。全て 自動で 処理し ま す 。))

◆◆ ICMP ECHOICMP ECHO 要求パ ケ ッ ト の 場合要求パ ケ ッ ト の 場合

自動的に エ コ ー 応答を 返送し ま す 。自動的に エ コ ー 応答を 返送し ま す 。

こ の 際、こ の 際、リ ザ ル ト を 返す 事はあ り ま せ ん 。リ ザ ル ト を 返す 事はあ り ま せ ん 。 ( (全て 自動で 処理し ま す 。全て 自動で 処理し ま す 。))

◆◆ 上記以外の上記以外の ICMPICMP パ ケ ッ ト の 場合パ ケ ッ ト の 場合

無視さ れま す 。無視さ れま す 。

TCPTCP//IPIP 開設中、開設中、 FINFIN パ ケ ッ ト を 受信す る と コ ネ ク シ ョ ン 開設を 終了し ま す 。パ ケ ッ ト を 受信す る と コ ネ ク シ ョ ン 開設を 終了し ま す 。

@CLOSE@CLOSE△△COMPLETED COMPLETED LFCR   を 送りを 送り LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。 ( (他の チ ャ ン ネ他の チ ャ ン ネ

ル が 全て 未開設の 場合ル が 全て 未開設の 場合))
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  第５ 章　第５ 章　 使用例使用例

５ －１ 　５ －１ 　 Enet -LEne t -L を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順

こ こ で は 、こ こ で は 、 シ ス テ ム にシ ス テ ム に Enet-LEnet-L を 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま し た 。を 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま し た 。

そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。

◆シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信条件の 決定

◆デ ー タ に 使用さ れる コ ー ド を 検討し 、 デ リ ミ タ を 決定し ま す。

(プ ロ グ ラ ム モ ー ド 1/3Pag e nnDEL= ,nnDT=の 各項目の い ずれか を 指定

nnはシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 番号)

◆シス テム管理者に自機IPア ド レスを 割り 当ててもら い、 相手機器IPの情報を 得ます。

◆他のサブネッ ト と の接続の場合は、 サブネッ ト マス ク 、 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 、

の情報も得ます。

◆取得し た 情報を 元に 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 必要条件を 設定し ま す。

必ず設定が 必要な項目

RS232C関連： 通信条件、 デ リ ミ タ

イ ー サ ネ ッ ト 関連： 自機IP､シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 毎の 自機PORT (プ ロ グ ラ ム

モ ー ド 2/3Page IP= ,nnSP= )

Enet-Lを ク ラ イ ア ン ト 型で 接続する 場合、 及び UDPで 通信の 場合は、 更に 以下

の 設定が 必要で す 。 相手IP､相手PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 3/3Pag e mmI= ,

mmDP= mmは 相手TABLE No)

場合に よ り 設定が 必要な項目

RS232C関連： フ ロ ー 制御有無

イ ー サ ネ ッ ト 関連： サ ブ ネ ッ ト 関連ア ド レ ス (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Pag e

NETM= ,DEFG= )

◆プロ グラ ムモード を 終了し ます。

◆パソ コ ンと タ ーミ ナルソフ ト を用意し ます。

◆パソ コ ンと Enet-Lを RS232Cケーブルで接続し 、 タ ーミ ナルソフ ト を起動し ます。

◆ど のよう なイ ーサネッ ト に接続する か確認し ます。

◆回線仕様、 ハード 、 コ ネク タ の確認

◆相手機器の仕様、 ソ ケッ ト 通信の確認、 サブネッ ト の有無
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５ －２ 　 使用例５ －２ 　 使用例

ホ ス ト に は、ホ ス ト に は、 ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。

Enet-LEnet-Lが サ ポ ー ト し て い る 手順、が サ ポ ー ト し て い る 手順、ホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順を 組み合わホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順を 組み合わ

せ て 構築し て 下さ い 。せ て 構築し て 下さ い 。

５ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続５ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続

RS232C

CH1イ ー サ ネ ッ ト
ホ ス ト

UNIX

W indows

98,2000
Enet-L

端末機器1

＋ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム RS232C

CHn
端末機器n

同上

◆相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ホ ス ト 型の 場合ま た はEnetシ リ ー ズ の 場合

タ ー ミ ナ ル ソ フ ト よ り @OPENmm コ マ ン ド を 実行し て コ ネ ク シ ョ ン

開設を 行い ま す 。

◆相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム よ り Enet-Lに 対し て コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。

LFCR

正し く 開設の 場合双方か ら デ ー タ

送信可能で あ る か を 確認し ま す 。

開設で き ない 場合

Enet-Lの 設定値、 ネ ッ ト 環境、

ソ ケ ッ ト 側プ ロ グ ラ ム の 確認

実際に 運用の 機器接続構成／ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 動作確認

Enet-LEnet-Lに は自機に は自機IPIP//PORTPORTの 設定の 設定 (IP= ,nnSP= )  (IP= ,nnSP= ) 及び ホ ス ト マ シ ン の及び ホ ス ト マ シ ン の IPIP//PORT (mmI=PORT (mmI=，，

mmDP= )mmDP= )の 設定が 必要で す 。の 設定が 必要で す 。

※※ EthernetEthernet通信相手機器か ら通信相手機器か ら TCPTCP//IPIP開設の 場合は、開設の 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//3 PAGE3 PAGEのの

mmI= ,mmDP=mmI= ,mmDP= の 設定は不要で す 。の 設定は不要で す 。

Enet-LEnet-L が ク ラ イ ア ン ト 型で 相手に 対し てが ク ラ イ ア ン ト 型で 相手に 対し て TCPTCP//IPIP 接続す る 場合や 、接続す る 場合や 、 UDPUDP で 通信で 通信

の 場合は、の 場合は、 mmI= ,mmDP=mmI= ,mmDP= の 設定を 行う 必要が あ り ま す 。の 設定を 行う 必要が あ り ま す 。
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◆◆ 相手機器側か ら相手機器側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

◆◆ 相手機器か ら の 開設要求に 応答し て相手機器か ら の 開設要求に 応答し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。

◆◆ 開設成功時に は、開設成功時に は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知

し ま す 。し ま す 。 開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。

◆◆ 相手機器か ら の 切断要求に 応答し て相手機器か ら の 切断要求に 応答し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。

◆◆ 切断時に は、切断時に は、シリ ア ルチ ャ ン ネル側に リ ザルト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま す。シリ ア ルチ ャ ン ネル側に リ ザルト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま す。

◆◆ 切断後は、切断後は、 デ ー タ 転送は行わ れま せ ん 。デ ー タ 転送は行わ れま せ ん 。

※※ 相手機器側ソ ケ ッ ト に は、相手機器側ソ ケ ッ ト に は、 Enet-LEnet-L に 設定さ れたに 設定さ れた IP= ,nnSP=IP= ,nnSP= の 値を 指定す る 必要の 値を 指定す る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。 当然、当然、 相手機器側自身の相手機器側自身の IPIP ア ド レ ス も 必要で す 。ア ド レ ス も 必要で す 。

◆◆ Enet-LEnet-L 側か ら側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の OPENOPEN コ マ ン ド も し く は制御線コ マ ン ド も し く は制御線ONON に よ り 、に よ り 、開設要求を開設要求を

出力し ま す 。出力し ま す 。 開設応答受信に よ り リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知し ま す 。開設応答受信に よ り リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知し ま す 。

開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。

切断は、切断は、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の QUITQUITコ マ ン ド も し く は制御線のコ マ ン ド も し く は制御線の OFFOFF に よ り 、に よ り 、

切断要求を 出力し ま す 。切断要求を 出力し ま す 。

切断応答の 受信に よ り切断応答の 受信に よ り TCPTCP//IPIP を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

リ ザ ル ト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま す 。リ ザ ル ト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま す 。

切断後は、切断後は、 デ ー タ 伝送は行わ れま せ ん 。デ ー タ 伝送は行わ れま せ ん 。

再度、再度、 Enet-LEnet-L よ り 接続を お こ な う 場合は 、よ り 接続を お こ な う 場合は 、 １ 秒の ウ ェ イ ト 時間が 必要で す 。１ 秒の ウ ェ イ ト 時間が 必要で す 。
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５ －２ －３ 　 測定器、５ －２ －３ 　 測定器、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 等の 接続バ ー コ ー ド リ ー ダ 等の 接続

コ マ ン ド 発行、コ マ ン ド 発行、応答の 出来ない 測定器等の デ ー タ を ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で応答の 出来ない 測定器等の デ ー タ を ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で

収集す る シ ス テ ム に 使用で き ま す 。収集す る シ ス テ ム に 使用で き ま す 。

５ －２ －２ 　［５ －２ －２ 　［ EnetEnet シ リ ー ズ ］シ リ ー ズ ］ 同士の 通信同士の 通信

イ ー サ ネ ッ ト を 利用し たイ ー サ ネ ッ ト を 利用し た  [ [弊社弊社 EnetEnet シ リ ー ズシ リ ー ズ ] ] 同士の 通信も 行え ま す 。同士の 通信も 行え ま す 。 イ ー サ ネ ッイ ー サ ネ ッ

ト を 介し て 接続す る こ と で 距離の 延長、ト を 介し て 接続す る こ と で 距離の 延長、敷線費用の 削減敷線費用の 削減 ( (既存配線の 利用、既存配線の 利用、他の シ ス他の シ ス

テ ム と の 共用テ ム と の 共用) ) が 可能で す 。が 可能で す 。

双方に双方に IPIP、、 ポ ー ト の 設定が 必要で す 。ポ ー ト の 設定が 必要で す 。

自機IP,PORT及び 相手機器IP,PORT

コ マ ン ド は 無効と し ま す 。 COM=

リ ザ ル ト も 無効と し ま す 。 RMSG=D

Enet-L側か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は、

nnPW= mmX (自動開設) ま た は 、 nnDR=mm or nnCD= mm (制御信号に よ る 開

設： 接続機器が コ ン ト ロ ー ル 可能な場合) の 設定を 行い ま す 。

プロ グラ ムモード を終了し てEnet-Lをシステムに組み込みます。

Enet-Lに必要な条件を 設定する。

シス テム組み込み前にプロ グラ ムモード で必要な条件を設定し ます。

LFCR

LFCR

RS232Cイ ー サ ネ ッ トホ ス ト

W .S.
Enet-L

測定器

e.t.c.

イ ー サ ネ ッ ト

Enet-L Enet-L

端末

機器

端末

機器

端末

機器

端末

機器

RS232C

CH1

RS232C

CHn

RS232C

CHn

RS232C

CH1

デ ー タ の 流れ
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イ ー サ ネ ッ ト と モ デ ム と の 接続にイ ー サ ネ ッ ト と モ デ ム と の 接続に Enet-LEnet-L を 使用し ま す 。を 使用し ま す 。

Enet-LEnet-L に は、に は、 モ デ ム と 接続し て 利用す る 際に 有効な 機能が あ り ま す 。モ デ ム と 接続し て 利用す る 際に 有効な 機能が あ り ま す 。

nnSP= ,mmI= ,mmDP=nnSP= ,mmI= ,mmDP= を そ れぞ れ設定し ま す 。を そ れぞ れ設定し ま す 。

nnCD=mm nnCD=mm LFCR   を 設定す るを 設定す る

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で nnCD=mm nnCD=mm LFCR  (mm (mm はテ ー ブ ル 番号はテ ー ブ ル 番号) ) を 設定し て お く と 、を 設定し て お く と 、モ デモ デ

ム に 着呼し た 場合のム に 着呼し た 場合の CDCD 信号信号 ONON で 、で 、 指定の 相手機器と指定の 相手機器と TCPTCP//IPIP の 開設を 行い ま す 。の 開設を 行い ま す 。

ま た 、ま た 、 モ デ ム 側が 切断し た 場合のモ デ ム 側が 切断し た 場合の CDCD 信号信号 OFFOFF でで TCPTCP//IPIP も 終了し ま す 。も 終了し ま す 。

こ れに よ っ て 、こ れに よ っ て 、 モ デ ム とモ デ ム と TCPTCP//IPIP を 連動し た 開設が 可能と なり ま す 。を 連動し た 開設が 可能と なり ま す 。

設定方法は、設定方法は、 [4 [4--44　 設定項目の 説明　 設定項目の 説明] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 nnDR=mm or nnPW=mmXnnDR=mm or nnPW=mmXの 設定を 行っ て い る 場合は、の 設定を 行っ て い る 場合は、nnCD=mmnnCD=mmの 設定はの 設定は

行え ま せ ん 。行え ま せ ん 。 　　

５ －２ －４ 　 モ デ ム の 接続５ －２ －４ 　 モ デ ム の 接続

RS232Cイ ー サ ネ ッ トホ ス ト

W .S.
Enet-L モ デ ム

回線
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第６ 章第６ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

６ －１ 　 ハ ー ド 構成、６ －１ 　 ハ ー ド 構成、 仕様仕様

RS232CRS232C 部部

ハ ー ド 構成ハ ー ド 構成

６ －２ 　 使用環境、６ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00 ～～ 5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～ 8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 --3030 ～～ 5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 ACAC 100100 ～～ 240V (50240V (50//60Mz)60Mz)

◆◆ 消費電流消費電流 60mA60mA//100V100V

通信速度
600,1200,2400,4800,9600,19200,38400
76800,14400,28800,57600,115200

デ ー タ 長 7,8

ス ト ッ プ ビ ッ ト 1,2

パ リ テ ィ 無し 、 EVEN、 ODD

フ ロ ー 制御 XON / XOFF、 RTS / CTS

バ ッ フ ァ メ モ リ 入力64kバ イ ト 、 出力64kバ イ ト

コ ネ ク タ Dsub25ピ ン メ ス  (DTE配列)

CPU   SH7750   (日立)

LANコ ン ト ロ ー ラ   LAN91C111   (SMC)

バ ッ フ ァ メ モ リ   TC59SM716AFTL   (東芝) 相当

シ リ ア ル コ ネ ク タ   Dsub25ピ ン メ ス   (DTE配列)

RS232Cト ラ ン シ ー バ   MAX232A   (マ キ シ ム ) 相当

イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ   10 / 100Baseコ ネ ク タ   (RJ45モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ )
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６ －３ 　 形状、６ －３ 　 形状、 重量重量

◆◆ 寸法寸法 幅幅 390mm (390mm (ネ ジ 頭含ま ずネ ジ 頭含ま ず ))

高さ高さ 50mm (50mm (ク ッ シ ョ ン ラ バ ー 含ま ずク ッ シ ョ ン ラ バ ー 含ま ず ))

奥行奥行 225mm (225mm (コ ネ ク タ 突起部含むコ ネ ク タ 突起部含む ))

◆◆ 重量重量 2.05kg2.05kg

◆◆ 外観図外観図

縮尺： Free

（ 単位mm）

39050

10/100Base

2
2
5

Enet-L8
TCP/IP-8CHANNEL SERIAL
PROTOCOL CONVERTER

TRANS PROGRAMRECEIVE PACKET
SERIAL

LINKCONNECTPROG

10/100

CH5 CH6 CH7 CH8

CH1 CH2 CH3 CH4

AC100-240V
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６ －５ 　６ －５ 　 R S23 2CR S23 2C 機器接続例機器接続例

RS232CRS232C 接続例１接続例１

ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル  ( (標準添付標準添付) ) を 使用し てを 使用し て DOS/VDOS/Vパ ソ コ ンパ ソ コ ン   等と 接続す る 場合等と 接続す る 場合

８ 番８ 番 CDCD を 使用す る 設定で の ケ ー ブ ル はこ れと 異なり ま す 。を 使用す る 設定で の ケ ー ブ ル はこ れと 異なり ま す 。

接続機器に 合わ せ た 結線の ケ ー ブ ル を 用意し て 下さ い 。接続機器に 合わ せ た 結線の ケ ー ブ ル を 用意し て 下さ い 。

６ －４ 　６ －４ 　 R S 23 2CR S 23 2C ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

Enet-LEnet-Lのの RS232CRS232C チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の Dsub25Dsub25 ピ ン は、ピ ン は、 EIAEIA　　 RS232CRS232C　　 DTEDTE 配列に 準拠し配列に 準拠し

て い ま す 。て い ま す 。 パ ソ コ ン 等のパ ソ コ ン 等の DTEDTE 配列の 端末機器と 接続す る 場合は、配列の 端末機器と 接続す る 場合は、 ク ロ ス ケ ー ブ ル とク ロ ス ケ ー ブ ル と

なり ま す 。なり ま す 。 モ デ ム 等のモ デ ム 等の DCEDCE 配列の 端末機器と 接続す る 場合は、配列の 端末機器と 接続す る 場合は、ス ト レ ー ト ケ ー ブ ルス ト レ ー ト ケ ー ブ ル

と なり ま す 。と なり ま す 。

記載さ れて い ない ピ ン は全て記載さ れて い ない ピ ン は全て NC (NC (未接続未接続) ) で す 。で す 。

Enet-LEnet-L で は、で は、 2222 番番 RIRI 入力は意味を 持ち ま せ ん 。入力は意味を 持ち ま せ ん 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 FG － 　 フ レ ー ム グ ラ ン ド

2 TXD → 　 送信デ ー タ

3 RXD ← 　 受信デ ー タ

4 RTS → 　 送信要求

5 CTS ← 　 送信可能

6 DSR ← 　 デ ー タ セ ッ ト レ デ ィ

7 SG － 　 シ グ ナ ル グ ラ ン ド

8 CD ← 　 コ ネ ク シ ョ ン

20 DTR → 　 デ ー タ タ ー ミ ナ ル レ デ ィ

22 RI ← 　 リ ン グ

方向方向

→　→　 Enet-LEnet-L か ら のか ら の

　 　 出力信号　 　 出力信号

←　←　 Enet-LEnet-L へ のへ の

　 　 入力信号　 　 入力信号

Enet-L

1(C D)

2(RXD)

3(TXD)

4(DTR)

5(GND)

6(DSR)

7(RTS)

8(CTS)

9(R I)

1(F G)

2(TXD)

3(RXD)

4(RTS)

5(CTS)

6(DSR)

7(S G)

8(C D)

20(DTR)

端末機器

22(R I)

※25ピ ン 1(FG)と 両コ ネ ク タ の シ ェ ル も 接続さ れて い ま す 。
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RS232CRS232C 接続例２接続例２

ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル を 使用し て モ デ ム 等と 接続す る 場合ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル を 使用し て モ デ ム 等と 接続す る 場合

モ デ ム と 接続す る 場合で 、モ デ ム と 接続す る 場合で 、CDCDを 使用す る 方法に つ い て は、を 使用す る 方法に つ い て は、 [1 [1--55--1 1 各項目の 意味各項目の 意味・・ 設設

定値範囲定値範囲・・ デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値] ] のの CDCD ＝の 項目で 説明し て い ま す 。＝の 項目で 説明し て い ま す 。

ご 注意ご 注意 接続機器に よ っ て 、接続機器に よ っ て 、信号名の 表現が 逆の も の が あ り ま す 。信号名の 表現が 逆の も の が あ り ま す 。接続機器の ピ ン ア接続機器の ピ ン ア

サ イ ン を ご 確認下さ い 。サ イ ン を ご 確認下さ い 。

1(F G)

2(TXD)

3(RXD)

4(RTS)

5(CTS)

6(DSR)

7(S G)

8(C D)

20(DTR)

1(F G)

2(TXD)

3(RXD)

4(RTS)

5(CTS)

6(DSR)

7(S G)

8(C D)

20(DTR)

端末機器Enet-L

RS232CRS232C 接続例３接続例３

端末機器端末機器 (DTE (DTE 機器機器) ) が デ ー タ 線の み使用し て い る 場合、が デ ー タ 線の み使用し て い る 場合、 RTSRTS//CTSCTS、、 DTRDTR//DSRDSR のの

シ ョ ー ト が 必要に なり ま す 。シ ョ ー ト が 必要に なり ま す 。

ご 注意ご 注意 Enet-LEnet-L は、は、 RTSRTS//CTSCTS の 制御信号を 常に 使用し て 、の 制御信号を 常に 使用し て 、 伝送制御を 行っ て い ま伝送制御を 行っ て い ま

す 。す 。従っ て 、従っ て 、デ ー タ 線の みで の 接続で はデ ー タ の 欠落が 発生す る こ と が あ りデ ー タ 線の みで の 接続で はデ ー タ の 欠落が 発生す る こ と が あ り

ま す 。ま す 。ま た 、ま た 、CTSCTSが 未処理の 場合、が 未処理の 場合、相手機器を ビ ジ ー と 判断し 、相手機器を ビ ジ ー と 判断し 、デ ー タ 送出デ ー タ 送出

を 行い ま せ ん 。を 行い ま せ ん 。

上記結線で 、上記結線で 、フ ロ ー 制御を 選択し ない 場合、フ ロ ー 制御を 選択し ない 場合、入力バ ッ フ ァ 量を 超え る デ ー タ入力バ ッ フ ァ 量を 超え る デ ー タ

が 入力さ れた 場合、が 入力さ れた 場合、 古い デ ー タ か ら 上書き さ れま す 。古い デ ー タ か ら 上書き さ れま す 。

1(F G)

2(TXD)

3(RXD)

4(RTS)

5(CTS)

6(DSR)

7(S G)

8(C D)

20(DTR)

1(F G)

2(TXD)

3(RXD)

4(RTS)

5(CTS)

6(DSR)

7(S G)

8(C D)

20(DTR)

端末機器Enet-L
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６ －６ 　 添付ケ ー ブ ル 結線図６ －６ 　 添付ケ ー ブ ル 結線図

Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス －ピ ン オ ス － Dsub9Dsub9 ピ ン メ 　ピ ン メ 　 1.8m1.8m ク ロ ス ケ ー ブ ル 結線図ク ロ ス ケ ー ブ ル 結線図

端末機器Enet-L

※25ピ ン 1(FG)と 両コ ネ ク タ の シ ェ ル も 接続さ れて い ま す 。

F G

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

DTR

DCD

GND

1

20

2

3

4

5

6

7

8

DCD

RXD

TXD

DTR

GND

DSR

R I

CTS

RTS

1

9

2

3

4

5

6

7

8

R I 22

25ピ ン オ ス 9ピ ン メ ス
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６ －８ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ６ －８ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ  (RJ45 )   (RJ45 )  ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

Enet-LEnet-L は、は、 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 、イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 、 1010//100Base100Base を 装備し て い ま す 。を 装備し て い ま す 。

RS232CRS232C 接続の ケ ー ブ ル 長は、接続の ケ ー ブ ル 長は、 なる べ く 短い も の を ご 使用く だ さ い 。なる べ く 短い も の を ご 使用く だ さ い 。

特に 、特に 、56700bps56700bpsを 超え る 通信速度で の 長い ケ ー ブ ル は、を 超え る 通信速度で の 長い ケ ー ブ ル は、ノ イ ズ 等の 影響で デ ー タ 化ノ イ ズ 等の 影響で デ ー タ 化

け や 欠落が 発生す る 可能性が 高ま り ま す 。け や 欠落が 発生す る 可能性が 高ま り ま す 。

６ －７ 　６ －７ 　 R S 23 2CR S 23 2C 接続ケ ー ブ ル 長接続ケ ー ブ ル 長

※※ 10or100Base10or100Base は自動認識で す 。は自動認識で す 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 デ ー タ 出力＋ → 送信線＋

2 デ ー タ 出力－ → 送信線－

3 デ ー タ 入力＋ ← 受信線＋

4 NC 未接続　

5 NC 未接続　

6 デ ー タ 入力－ ← 受信線－

7 NC 未接続　

8 NC 未接続　

方向方向

→　→　 Enet-LEnet-L か ら のか ら の

　 　 出力信号　 　 出力信号

←　←　 Enet-LEnet-L へ のへ の

　 　 入力信号　 　 入力信号
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Ｑ ．Ｑ ． ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績が あ り ま す か ？ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績が あ り ま す か ？

ＡＡ ．． UNIXUNIX マ シ ン 、マ シ ン 、 WindowsNTWindowsNT、、 Windows9XWindows9X マ シ ン 等と の 接続実績が あ り ま す 。マ シ ン 等と の 接続実績が あ り ま す 。

Ｑ ．Ｑ ． イ ー サ ネ ッ ト 側　 通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と あ り まイ ー サ ネ ッ ト 側　 通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と あ り ま

す が 、す が 、 ど う い う 事で す か ？ど う い う 事で す か ？

ＡＡ ．． EnetEnetシ リ ー ズ は、シ リ ー ズ は、通常通常TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル を 使用し て イ ー サ ネ ッ ト 機器と 通信をプ ロ ト コ ル を 使用し て イ ー サ ネ ッ ト 機器と 通信を

行い ま す 。行い ま す 。

た と え ば、た と え ば、 WindowsWindows のの PCPC とと EnetEnetが 通信を 行う 場合　が 通信を 行う 場合　 EnetEnet シ リ ー ズ よ り 受信しシ リ ー ズ よ り 受信し

たた TCPTCP//IPIPデ ー タ を ど の よ う に 扱う の かデ ー タ を ど の よ う に 扱う の か  ( (画面に 表示／集計／フ ァ イ ル 書き 込み等画面に 表示／集計／フ ァ イ ル 書き 込み等))

ま た は、ま た は、 PCPC よ り ど の よ う なよ り ど の よ う な TCPTCP//IPIPデ ー タ をデ ー タ を EnetEnetシ リ ー ズ に 送信す る の か ？等シ リ ー ズ に 送信す る の か ？等

は、は、ユ ー ザ 様シ ス テ ム 固有の 処理と なり ま す 。ユ ー ザ 様シ ス テ ム 固有の 処理と なり ま す 。　 導入シ ス テ ム に 合わ せ た ソ ケ ッ　 導入シ ス テ ム に 合わ せ た ソ ケ ッ

ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン はソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン はWindowsWindows環環

境で あ れば、境で あ れば、マ イ ク ロ ソ フ ト 社のマ イ ク ロ ソ フ ト 社の VCVC＋＋や＋＋や VBVB、、ボ ー ラ ン ド 社のボ ー ラ ン ド 社の DelphiDelphi等で 作成等で 作成

が 可能で す 。が 可能で す 。

Ｑ ．Ｑ ． p ingp ing 応答は あ り ま す が 、応答は あ り ま す が 、 作成し た作成し た TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設

が 出来ま せ ん 。が 出来ま せ ん 。

ＡＡ ．． Enet-LEnet-L のの PORTPORT 番号番号 (nnSP=  or mmDP= )  (nnSP=  or mmDP= ) は正し く 設定さ れて い ま す か ？は正し く 設定さ れて い ま す か ？

Enet-LEnet-L で は、で は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト と 通信す る に は、ソ ケ ッ ト と 通信す る に は、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 自機プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 自機 IPIP、、

PORT (PORT (ソ ー ス ポ ー ト 番号ソ ー ス ポ ー ト 番号) ) と 相手と 相手 IPIP、、 PORT (PORT (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号) ) が 必が 必

要で す 。要で す 。 こ れら を ご 確認下さ い 。こ れら を ご 確認下さ い 。 ま た 、ま た 、 自機ソ ー ス自機ソ ー ス PORTPORT番号はデ フ ォ ル ト で番号はデ フ ォ ル ト で

1SP= 4096 2SP=4097. . .8SP= 41031SP= 4096 2SP=4097. . .8SP= 4103 と なっ て い ま す 。と なっ て い ま す 。

Enet-LEnet-L が ホ ス ト 型で 相手か ら の 接続を 待つ 場合は、が ホ ス ト 型で 相手か ら の 接続を 待つ 場合は、 自機自機 IPIP 及び 自機ソ ー ス及び 自機ソ ー ス

PORTPORT番号の 設定の みで 開設可能で す が 、番号の 設定の みで 開設可能で す が 、 Enet-LEnet-L が ク ラ イ ア ン ト 型で 相手に 開が ク ラ イ ア ン ト 型で 相手に 開

設要求を 送信す る 場合や 、設要求を 送信す る 場合や 、UDPUDPプ ロ ト コ ル に て 通信の 場合は、プ ロ ト コ ル に て 通信の 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

33//3 PAGE3 PAGE で 設定を 行う 相手機器ので 設定を 行う 相手機器の IPIP ア ド レ ス 及び ポ ー ト 番号ア ド レ ス 及び ポ ー ト 番号 ( (デ ス ト ネ ー シ ョデ ス ト ネ ー シ ョ

ンン ) ) が 必要で す 。が 必要で す 。

尚、尚、従来の従来の EnetEnetシ リ ー ズ で は、シ リ ー ズ で は、ポ ー ト 番号の 指定に はポ ー ト 番号の 指定に は 1616進形式を 使用し て い ま進形式を 使用し て い ま

し た がし た が Enet-LEnet-L か らか ら 1010 進形式と なり ま し た 。進形式と なり ま し た 。

７ －１ 　７ －１ 　 FAQ  (FAQ  (よ く あ る 質問に つ い てよ く あ る 質問に つ い て ))

第７ 章第７ 章　 そ の 他　 そ の 他



5555

第７ 章　 そ の 他第７ 章　 そ の 他

Ｑ ．Ｑ ． EnetEnet シ リ ー ズ は ク ラ イ ア ン ト ま た は ホ ス ト ど ち ら の 動作も 可能な の で すシ リ ー ズ は ク ラ イ ア ン ト ま た は ホ ス ト ど ち ら の 動作も 可能な の で す

か ？か ？

ＡＡ ．． ど ち ら も 可能で す 。ど ち ら も 可能で す 。 　 基本的に 以下の よ う な動作と なり ま す 。　 基本的に 以下の よ う な動作と なり ま す 。

通常は通常は Enet-LEnet-L はホ ス ト 型で 相手よ り のはホ ス ト 型で 相手よ り の TCPTCP//IPIP 開設を 待ち ま す 。開設を 待ち ま す 。

し か し 、し か し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//3 PAGE3 PAGE に て 通信相手のに て 通信相手の IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、ポ ー ト を 通信ポ ー ト を 通信

相手テ ー ブ ル に相手テ ー ブ ル に  ( (最大最大 1818 件ま で 登録可能件ま で 登録可能)) 設定の 場合で 、設定の 場合で 、 開設コ マ ン ド 発行及開設コ マ ン ド 発行及

び 、び 、 制御線に よ る 開設又は、制御線に よ る 開設又は、 電源投入時の 開設が 設定さ れて い た 場合は、電源投入時の 開設が 設定さ れて い た 場合は、ク ラ イク ラ イ

ア ン ト 型と し て 相手テ ー ブ ル に 登録さ れた 相手に 対し てア ン ト 型と し て 相手テ ー ブ ル に 登録さ れた 相手に 対し て TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開コ ネ ク シ ョ ン 開

設を 試みま す 。設を 試みま す 。

Ｑ ．Ｑ ． TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か らソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら Enet-LEnet-L にに TCPTCP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、 デ ー タデ ー タ

を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、 再び コ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と し ま し再び コ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と し ま し

た が う ま く 行き ま せ ん で し た 。た が う ま く 行き ま せ ん で し た 。 何故で し ょ う か ？何故で し ょ う か ？

ＡＡ ．． 上記の ケ ー ス の 場合、上記の ケ ー ス の 場合、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を し てソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を し て

い ま す 。い ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 ソ ケ ッ ト 側が ク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す 。ソ ケ ッ ト 側が ク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す 。 　 こ の 場合、　 こ の 場合、 同じ 相手同じ 相手 (IP (IP

／／PORT) PORT) に 対し て の 接続に はに 対し て の 接続に は22分間の 待ち 時間が必要で あ る と い う プ ロ ト コ ル 上分間の 待ち 時間が必要で あ る と い う プ ロ ト コ ル 上

の 決ま り が あ り ま す 。の 決ま り が あ り ま す 。

待ち 時間を 無く す に は、待ち 時間を 無く す に は、ご 使用の マ シ ン 環境や プ ロ グ ラ ム 環境で の 対応が 必要とご 使用の マ シ ン 環境や プ ロ グ ラ ム 環境で の 対応が 必要と

なり ま す 。なり ま す 。 　 メ ー カ ー に お 問い 合わ せ 下さ い 。　 メ ー カ ー に お 問い 合わ せ 下さ い 。

尚、尚、 Enet-LEnet-L 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を 行っ た 場合は１ 秒間の 待ち 時間が側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を 行っ た 場合は１ 秒間の 待ち 時間が

必要で す 。必要で す 。

Ｑ ．Ｑ ． プ ロ グ ラ ム モ ー ド で コ マ ン ド 有効　プ ロ グ ラ ム モ ー ド で コ マ ン ド 有効　 CO M = @CO M = @ と し て い ま す が コ マ ン ド が 効と し て い ま す が コ マ ン ド が 効

き ま せ ん 。き ま せ ん 。

ＡＡ ．． コ マ ン ド 　 例コ マ ン ド 　 例 @PROG@PROG の 後にの 後に   LFCR   が あ り ま す か ？　 こ れが ない と コ マ ン ド と しが あ り ま す か ？　 こ れが ない と コ マ ン ド と し

て 認識さ れま せ ん 。て 認識さ れま せ ん 。

コ マ ン ド を 送出の 機器のコ マ ン ド を 送出の 機器の RS232CRS232C通信条件通信条件 ( (ボ ー レ ー トボ ー レ ー ト ) ) とと Enet-LEnet-Lに 設定の 通信に 設定の 通信

条件はあ っ て い ま す か ？条件はあ っ て い ま す か ？

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で デ リ ミ タ タ イ ム ア ウ ト の 項目がプ ロ グ ラ ム モ ー ド で デ リ ミ タ タ イ ム ア ウ ト の 項目がnnDT=0.01nnDT=0.01等の 短い 時間で 設等の 短い 時間で 設

定さ れて い ま せ ん か ？定さ れて い ま せ ん か ？

コ マ ン ド を タ ー ミ ナ ル ソ フ ト 等で 手入力の 場合、コ マ ン ド を タ ー ミ ナ ル ソ フ ト 等で 手入力の 場合、全て の コ マ ン ド 文字を 送信し な全て の コ マ ン ド 文字を 送信し な

い う ち に タ イ ム ア ウ ト と なり コ マ ン ド と し て 解釈さ れま せ ん 。い う ち に タ イ ム ア ウ ト と なり コ マ ン ド と し て 解釈さ れま せ ん 。
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７ －２ 　 付録　 用語解説７ －２ 　 付録　 用語解説

■■ ACK NoACK No

Acknowledgment NumberAcknowledgment Numberの 略での 略で TCPTCPプ ロ ト コ ル に て 受信パ ケ ッ ト を ど こ ま で 処プ ロ ト コ ル に て 受信パ ケ ッ ト を ど こ ま で 処

理し た か を 示す も の で す 。理し た か を 示す も の で す 。

■■ ARPARP

AddressResolutionProtocolAddressResolutionProtocol の 略での 略で IPIP ア ド レ ス か ら ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス を 得るア ド レ ス か ら ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス を 得る

為の プ ロ ト コ ル で す 。為の プ ロ ト コ ル で す 。

■■ FTPFTP

FileTransferProtocolFileTransferProtocol の略で、の略で、 機器間で のフ ァ イ ル転送を 実現する プ ロ ト コ ルで す。機器間で のフ ァ イ ル転送を 実現する プ ロ ト コ ルで す。

■■ ICMPICMP

Internetwork Control Message ProtocolInternetwork Control Message Protocolの 略での 略で IPIPネ ッ ト ワ ー ク 上に 発生し た エ ラ ーネ ッ ト ワ ー ク 上に 発生し た エ ラ ー

等さ ま ざ ま な情報を や り と り す る プ ロ ト コ ル で す 。等さ ま ざ ま な情報を や り と り す る プ ロ ト コ ル で す 。

■■ IPIP ア ド レ スア ド レ ス

OSI7OSI7 層モ デ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 層に お い て 機器を 識別す る 番号で す 。層モ デ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 層に お い て 機器を 識別す る 番号で す 。

ネ ッ ト ワ ー ク に 接続す る 場合に 、ネ ッ ト ワ ー ク に 接続す る 場合に 、他の 機器と 異なる他の 機器と 異なる IPIPア ド レ ス が 設定さ れて い なア ド レ ス が 設定さ れて い な

く て はなり ま せ ん 。く て はなり ま せ ん 。 も し 、も し 、 同じ同じ IPIPア ド レ ス が 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内に 存在す る と 、ア ド レ ス が 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内に 存在す る と 、

正常な正常な LANLAN を 構築す る 事が 出来ま せ ん 。を 構築す る 事が 出来ま せ ん 。 　　 Enet-LEnet-L にに IPIP ア ド レ ス を 設定す る 際ア ド レ ス を 設定す る 際

に は、に は、シ ス テ ム 管理者等に ご 相談の 上、シ ス テ ム 管理者等に ご 相談の 上、正し い正し い IPIPア ド レ ス を 設定す る 必要が あ りア ド レ ス を 設定す る 必要が あ り

ま す 。ま す 。 IPIP ア ド レ ス はア ド レ ス は 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 　 通常　 通常 88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1

バ イ トバ イ ト ) ) 単位を ド ッ ト で 区切り 、単位を ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表示し ま す 。進数で 表示し ま す 。

■■ MACMAC ア ド レ スア ド レ ス

機器固有の ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス で す 。機器固有の ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス で す 。　 デ ー タ リ ン ク 層で 定義さ れる 物理ア ド　 デ ー タ リ ン ク 層で 定義さ れる 物理ア ド

レ ス 。レ ス 。 イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス と も 言わ れま す 。イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス と も 言わ れま す 。 EnetEnet シ リ ー ズ は、シ リ ー ズ は、 IEEEIEEE よ り 個よ り 個

別の別の MACMACア ド レ ス が 割り 当て ら れ、ア ド レ ス が 割り 当て ら れ、11台台11台異なる ア ド レ ス を 出荷時に 設定し て台異なる ア ド レ ス を 出荷時に 設定し て

あ り ま す 。あ り ま す 。 こ れはハ ー ド 個別の 固有値で す か ら 変更出来ま せ ん 。こ れはハ ー ド 個別の 固有値で す か ら 変更出来ま せ ん 。

0000：： C0C0：： 8484：： hhhh：： hhhh：： hhhh

      割当部分　割当部分　       個々の 番号個々の 番号

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス は、イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス は、 4848 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (6 (6 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。

通常通常88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 バイ トバイ ト ) ) 単位を コ ロ ン で 区切り 、単位を コ ロ ン で 区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1616 進数で 示し ま す。進数で 示し ま す。

■■ PORTPORT番号番号

送信元、送信元、 宛先を 識別す る 為の 番号で す 。宛先を 識別す る 為の 番号で す 。

ポ ー ト 番号は、ポ ー ト 番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。

送信元ポ ー ト 番号を送信元ポ ー ト 番号を SourcePortSourcePort

宛先ポ ー ト 番号を宛先ポ ー ト 番号を DestinationPortDestinationPort番号と 呼び ま す 。番号と 呼び ま す 。

ポ ー ト 番号のポ ー ト 番号の 00～～1024 (400H) 1024 (400H) ま で はウ ェ ル ノ ン ポ ー ト と し て 予約さ れて い ま す 。ま で はウ ェ ル ノ ン ポ ー ト と し て 予約さ れて い ま す 。

ソ ケ ッ ト 等で 使用す る 場合は、ソ ケ ッ ト 等で 使用す る 場合は、 上記以外の 使用さ れて い ない 番号を 使用し ま す 。上記以外の 使用さ れて い ない 番号を 使用し ま す 。
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ご 購入頂き ま し たご 購入頂き ま し た Enet-LEnet-L に 関す る ご 質問に 関す る ご 質問・・ ご 相談は、ご 相談は、 弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で

お 問い 合わ せ 下さ い 。お 問い 合わ せ 下さ い 。

７ －４ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内７ －４ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 3841 (3841 (代代))

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は 除く祝祭日は 除く ))

AM9:00AM9:00 ～～ 12:0012: 00　　 PM1:00PM1:00 ～～ 5:005: 00

EE--m a ilm a il sup p ort@ d a ta -l ink . co . jpsup p ort@ d a ta -l ink . co . jp

■■ SEQ NoSEQ No

Sequence NumberSequence Number の 略で 、の 略で 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル に て デ ー タ 全体に お け る そ の パ ケ ップ ロ ト コ ル に て デ ー タ 全体に お け る そ の パ ケ ッ

ト の セ グ メ ン ト 位置を 示し ま す 。ト の セ グ メ ン ト 位置を 示し ま す 。

■■ TELNETTELNET

ネ ッ ト ワ ー ク を 介し て リ モ ー ト 端末を 接続す る 為の プ ロ ト コ ル で す 。ネ ッ ト ワ ー ク を 介し て リ モ ー ト 端末を 接続す る 為の プ ロ ト コ ル で す 。

Enet-LEnet-L はフ ラ ッ シ ュはフ ラ ッ シ ュ ROMROM を 搭載し て お り 、を 搭載し て お り 、 最新の フ ァ ー ム ウ ェ ア へ の 書き 換え が最新の フ ァ ー ム ウ ェ ア へ の 書き 換え が

可能で す 。可能で す 。

フ ァ ー ム ウ ェ ア の 書き 換え は、フ ァ ー ム ウ ェ ア の 書き 換え は、 RS232CRS232C ま た はイ ー サ ネ ッ ト を 使用し て 行い ま す 。ま た はイ ー サ ネ ッ ト を 使用し て 行い ま す 。

書き 換え の 方法等の 詳細に つ き ま し て は、書き 換え の 方法等の 詳細に つ き ま し て は、 下記弊社ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参照下さ い 。下記弊社ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参照下さ い 。

h t t p : //w w w . d a t a -l i n k . c o . j p /s e r v i c e . h t m lh t t p : //w w w . d a t a -l i n k . c o . j p /s e r v i c e . h t m l

７ －３ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新７ －３ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新
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３ 　 動作環境３ 　 動作環境

４ 　 基本仕様４ 　 基本仕様

２ 　２ 　 TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク の 内容デ ィ ス ク の 内容

TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク に は、デ ィ ス ク に は、 つ ぎ の フ ァ イ ル が 含ま れて い ま す 。つ ぎ の フ ァ イ ル が 含ま れて い ま す 。

付録．付録． TERM WINTERM WIN ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル

１ 　 概　 要１ 　 概　 要

こ の マ ニ ュ ア ルこ の マ ニ ュ ア ル  ( (付録付録) ) は、は、 RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN の 使用方法の 使用方法

に つ い て 説明し て い ま す 。に つ い て 説明し て い ま す 。

TERM WINTERM WINは、は、 キ ー ボ ー ド 入力デ ー タ のキ ー ボ ー ド 入力デ ー タ の RS232CRS232C ポ ー ト へ の 送信、ポ ー ト へ の 送信、 及び 画面表示、及び 画面表示、

RS232CRS232C ポ ー ト か ら の デ ー タ 受信、ポ ー ト か ら の デ ー タ 受信、 及び 画面表示を 行う プ ロ グ ラ ム で す 。及び 画面表示を 行う プ ロ グ ラ ム で す 。

TERM WINTERM WINを 使用す る に 当た っ て 、を 使用す る に 当た っ て 、Windows98Windows98以上の以上の DOS-VDOS-Vパソ コ ン が必要で す 。パソ コ ン が必要で す 。

Tw1220.exe： ア プ リ ケ －シ ョ ン

解凍 Termw10.cnt： CNTフ ァ イ ル

Termw10.hlp： ヘ ル プ フ ァ イ ル

TermWin.exe： 実行フ ァ イ ル

TERMWIN.ini： 設定フ ァ イ ル

TERMWIN.stf： STFフ ァ イ ル

　 パ ソ コ ン　 パ ソ コ ン ：： DOS-VDOS-Vパ ソ コ ンパ ソ コ ン ,OS,OS：： Windows98Windows98 以上以上 ,, メ イ ン メ モ リメ イ ン メ モ リ ：： 640K640K バ イ ト 以上バ イ ト 以上

ご 注意ご 注意 本プ ロ グ ラ ム は 、本プ ロ グ ラ ム は 、 特定の 機種に よ る 動作確認の みを 行っ た サ ー ビ ス 品で す の で 、特定の 機種に よ る 動作確認の みを 行っ た サ ー ビ ス 品で す の で 、

つ ぎ の 点に ご 注意の 上ご 使用く だ さ い 。つ ぎ の 点に ご 注意の 上ご 使用く だ さ い 。

◆プ ロ グ ラ ム の 開発に 当た っ て は 、◆プ ロ グ ラ ム の 開発に 当た っ て は 、 DOS/VDOS/V 仕様機で の 動作を 前提に し て お り仕様機で の 動作を 前提に し て お り

　 ま す が 、　 ま す が 、 機種に よ っ て は 動作し な い こ と も 考え ら れま す 。機種に よ っ て は 動作し な い こ と も 考え ら れま す 。 こ の よ う な 場合でこ の よ う な 場合で

　 も 、　 も 、 弊社は 保証い た し ま せ ん 。弊社は 保証い た し ま せ ん 。

◆本プ ロ グ ラ ム は、◆本プ ロ グ ラ ム は、 使用者の 責任に お い て ご 使用く だ さ い 。使用者の 責任に お い て ご 使用く だ さ い 。 万一、万一、 ご 利用に よ るご 利用に よ る

　 不利益や 損害が 生じ た 場合で も 、　 不利益や 損害が 生じ た 場合で も 、 弊社は 責任を 負い か ねま す 。弊社は 責任を 負い か ねま す 。

◆本プ ロ グ ラ ム の コ ピ ー 、◆本プ ロ グ ラ ム の コ ピ ー 、 及び 配布は認め て お り ま せ ん 。及び 配布は認め て お り ま せ ん 。 コ ピ ー 、コ ピ ー 、 及び 配布は絶及び 配布は絶

　 対に 行わ な い で く だ さ い 。　 対に 行わ な い で く だ さ い 。

画面表示

エ ラ ー 表示

バッ フ ァ 容量

カ ラ ー 、 モ ー ド

送信デ ー タ を 水色、 受信デ ー タ を 白色で 表示

通信条件の 不一致、 パ リ テ ィ エ ラ ー 等で 正常な
受信が 行われない 場合は、 当該受信デ ー タ を ブ

リ ン ク （ 点滅） 表示

送信バッ フ ァ 、 受信バッ フ ァ 共に 4Kバイ ト
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５ 　 起動と 終了５ 　 起動と 終了

①① TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク を パ ソ コ ン のデ ィ ス ク を パ ソ コ ン の CDCD ド ラ イ ブ に 挿入し ま す 。ド ラ イ ブ に 挿入し ま す 。

②② 保存先に 指定す る フ ォ ル ダ を 新規に 作成し 、保存先に 指定す る フ ォ ル ダ を 新規に 作成し 、 [Tw1220.exe]  [Tw1220.exe] を コ ピ －し ま す 。を コ ピ －し ま す 。

③③ [Tw1220.exe] [Tw1220.exe] を ダ ブ ル ク リ ッ ク し 、を ダ ブ ル ク リ ッ ク し 、解凍先に ②の フ ォ ル ダ を 指定す る と 、解凍先に ②の フ ォ ル ダ を 指定す る と 、５ つ の５ つ の

フ ァ イ ル が 表示さ れま す 。フ ァ イ ル が 表示さ れま す 。

④④ [TERMWIN.EXE] [TERMWIN.EXE] フ ァ イ ル ア イ コ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 起動し ま す 。フ ァ イ ル ア イ コ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 起動し ま す 。

⑤⑤ メ イ ン 画面が 表示さ れ、メ イ ン 画面が 表示さ れ、 使用可能な状態に なり ま す 。使用可能な状態に なり ま す 。

TERM WINTERM WIN の 終了の 終了

TERM WINTERM WIN の 起動の 起動

[F12] [F12] キ ー ま た は、キ ー ま た は、 右下の右下の  [Exit]  [Exit] ボ タ ン で 終了し ま す 。ボ タ ン で 終了し ま す 。

６ 　 メ イ ン 画面６ 　 メ イ ン 画面

デ ー タ 表示領域

制御LED

機能バー

送受信デ ー タ が 表示さ れま す 。

RTS、 DTR、 CTS及び DSR制御ラ イ ン の 状態が 表示さ れま す。

で は、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に [通信速度の 変更]等の 各種機能

が 割り 当て ら れて い ま す 。
機能バー 内の 四角は 左か ら 順に [FI]キ ー ～[F12]キ ー に 対応し

て お り 、 各種機能や 通信速度等の 現状を 表し て い ま す 。
尚、 空白の 四角は、 対応する フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に 何も 機能
が 割り 当て ら れて い ない こ と を 表し て い ま す 。

機能バ ー機能バ ー

メ ニ ュ ー バ ーメ ニ ュ ー バ ー

デ ー タ 表示領域デ ー タ 表示領域

制御制御 LEDLED
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７ 　 各種機能７ 　 各種機能

◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択 [ 2St op]  [ 2St op]  ボ タ ンボ タ ン

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 選択し ま す 。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [ [F1F1] ] キ ーキ ー

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長：： 11//1.51.5//22 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 22

◆パ リ テ ィ の 選択◆パ リ テ ィ の 選択 [ P=None]  [ P=None]  ボ タ ンボ タ ン

パ リ テ ィ を 選択し ま す 。パ リ テ ィ を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F2]  [F2] キ ーキ ー

パリ テ ィパリ テ ィ ：： nonenone  ((なしなし ) ) //eveneven  ((偶数偶数))//oddodd  ((奇数奇数))

初期値初期値 ：： nonenone

◆デ ー タ 長の 選択◆デ ー タ 長の 選択 [ 8Len]  [ 8Len]  ボ タ ンボ タ ン

デ ー タ 長を 選択し ま す 。デ ー タ 長を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F3]  [F3] キ ーキ ー

データ 長データ 長：： 77//88 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 88

◆通信速度の 選択◆通信速度の 選択 [ 9600]  [ 9600]  ボ タ ンボ タ ン

通信速度を 選択し ま す 。通信速度を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F4]  [F4] キ ーキ ー

通信速度通信速度：： 12001200//24002400//48004800//96009600//19200 19200 //2880028800//3840038400//5760057600//7680076800//115200115200

◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択 [ Com1]  [ Com1]  ボ タ ンボ タ ン

シ リ ア ル ポ －ト を 選択し ま す 。シ リ ア ル ポ －ト を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F5]  [F5] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： Com1Com1

◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択 [ Nor ma l ]  [ Nor ma l ]  ボ タ ンボ タ ン

送受信デ ー タ の 表示形式を 選択し ま す 。送受信デ ー タ の 表示形式を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F6]  [F6] キ ーキ ー

表示形式表示形式：： normalnormal  ((キャ ラ ク タ 表示キャ ラ ク タ 表示) )   // hex hex  (16(16 進数表示進数表示))

初期値初期値 ：： normalnormal

◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択 [ Ful l ]  [ Ful l ]  ボ タ ンボ タ ン

送信デ ー タ の 表示／非表示を 選択し ま す 。送信デ ー タ の 表示／非表示を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F7]  [F7] キ ーキ ー

表示／非表示表示／非表示：： Full (Full (表示表示) ) //Half (Half (非表示非表示))

初期値初期値 ：： FullFull
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◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択 [ CR + LF]  [ CR + LF]  ボ タ ンボ タ ン

［［ EnterEnter］］ キ ー を 押下し た 時に 送出す る デ リ ミ タ コ ー ド を 選択し ま す 。キ ー を 押下し た 時に 送出す る デ リ ミ タ コ ー ド を 選択し ま す 。

キ ーキ ー 　　：：  [F8]  [F8] キ ーキ ー

デ リ ミ タ コ ー ドデ リ ミ タ コ ー ド ：： CR (0DhCR (0Dh の み送出の み送出) ) //CR +  LF (0DhCR +  LF (0Dh とと 0Ah0Ah を 送出を 送出))

初期値初期値 　　 ：： CR +  LFCR +  LF

◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア [ Cl ear ]  [ Cl ear ]  ボ タ ンボ タ ン

デ ー タ 表示領域を ク リ ア し 、デ ー タ 表示領域を ク リ ア し 、 カ ー ソ ル を 表示領域左上隅に 移動し ま す 。カ ー ソ ル を 表示領域左上隅に 移動し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F9]  [F9] キ ーキ ー

※※ キ ー ボ ー ド 入力の 誤打を ク リ ア す る 機能で はあ り ま せ ん 。キ ー ボ ー ド 入力の 誤打を ク リ ア す る 機能で はあ り ま せ ん 。

◆◆コ マ ン ド キ ー ワ ー ド の 送出コ マ ン ド キ ー ワ ー ド の 送出 [LIK#] [LIK#] ボ タ ンボ タ ン

[F8] [F8] キ ー を 押下す る 度にキ ー を 押下す る 度に  LINK#  LINK# の 文字列を 送出し ま す 。の 文字列を 送出し ま す 。 こ の 文字列は、こ の 文字列は、 弊社製マ ル弊社製マ ル

チ プ レ ク サ の デ フ ォ ル ト の コ マ ン ド キ ー ワ ー ド で す 。チ プ レ ク サ の デ フ ォ ル ト の コ マ ン ド キ ー ワ ー ド で す 。

キ ーキ ー ：：  [F11]  [F11] キ ーキ ー

◆◆ TERM WINTERM WIN の 終了の 終了 [ Ex i t ]  [ Ex i t ]  ボ タ ンボ タ ン

本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す 。本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F12]  [F12] キ ーキ ー

◆固定文字列の 送出◆固定文字列の 送出

6464 バ イ ト の 固定文字列を 指定回数分送出す る こ と が 可能で す 。バ イ ト の 固定文字列を 指定回数分送出す る こ と が 可能で す 。

そ の 他、そ の 他、 送信間隔等も 指定で き ま す 。送信間隔等も 指定で き ま す 。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F1]  [F1] キ ーキ ー

[[送信送信] ] ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 固定文字列の 送出を 開始し ま す 。固定文字列の 送出を 開始し ま す 。

固定文字列の 送出を 中止す る に は固定文字列の 送出を 中止す る に は [ESC]  [ESC] キ ー を 押下し ま す 。キ ー を 押下し ま す 。

◆◆ RTSRTS ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キ ー ＋キ ー ＋ [ [F2F2] ] キ ー を 押下する と 、キ ー を 押下する と 、 RTSRTSラ イ ン がラ イ ン が ONON//OFFOFF交互に 切り 替わり ま す。交互に 切り 替わり ま す。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F2]  [F2] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： ONON

◆◆ DTRDTR ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キ ー ＋キ ー ＋ [ [F3F3] ] キ ー を 押下する と 、キ ー を 押下する と 、 DTRDTR ラ イ ン がラ イ ン が ONON//OFFOFF交互に 切り 替わり ま す。交互に 切り 替わり ま す。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F3]  [F3] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： ONON

WPWP--0303--100922100922
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Enet-LEnet-L　　 取り 扱い 説明書　取り 扱い 説明書　 20112011年年44月　 第月　 第99版版

製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市け や き 台　 埼玉県所沢市け や き 台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、保証期間内に 万一保証期間内に 万一

故障し た 場合、故障し た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、

受領後直ち に 梱包を 開け 、受領後直ち に 梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年で す 。当社発送日よ り １ カ 年で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。

保証書はご ざ い ま せ ん 。保証書はご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社は当社は

そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。

33 次の よ う な場合に は、次の よ う な場合に は、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

(1)(1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

(2)(2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は改造、あ る い は改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の 災害、落雷等の 災害、あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障

お よ び 損傷。お よ び 損傷。

(4)(4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

44 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は補修用部品の 保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に部品メ ー カ の 製造中止など に

よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。

55 次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。 PCBPCB 基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、

故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。

66 製品故障の 場合、製品故障の 場合、 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み

修理と なり ま す 。修理と なり ま す 。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。

保証規定保証規定

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

Enet-LEnet-Lに 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ下さ い 。に 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


